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低炭素社会へ
温室効果ガス削減に向けた新たな枠組み「パリ協定」を採択し、手をつなぐ（右から）フランスの
オランド大統領、ファビウスCOP21議長（フランス外相）、国連の潘基文事務総長ら
� ＝2015年12月12日、パリ近郊（AFP＝時事）

　
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
今
年
は
安
全
保
障
法
制

が
施
行
さ
れ
、
自
衛
隊
に
よ
る
後
方
支
援
、
駆
け
つ
け

警
護
な
ど
が
具
体
的
視
野
に
入
っ
て
き
ま
す
。
夏
に
は

参
院
選
挙
が
予
定
さ
れ
、
投
票
権
が
18
歳
以
上
に
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
投
票
に
参
加
す
る
若
い
世
代

に
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
情
報
を
提
供
し
、
時

代
を
考
察
す
る
力
を
養
っ
て
も
ら
う
か
。
私
た
ち
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
に
と
っ
て
も
、大
切
な
年
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
若
い
世
代
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

情
報
空
間
に
魅
力
を
感
じ
、
そ
こ
に
滞
在
す
る
時
間
が

長
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
国
内
ば
か
り
で
な
く
、

昨
年
、
各
国
で
相
次
い
だ
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
に
よ

る
テ
ロ
と
も
、
こ
の
情
報
空
間
は
密
接
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
ど
う
対
応
し
、
そ
の
影
響
と

ど
う
向
き
合
う
の
か
は
、
わ
れ
わ
れ
に
突
き
つ
け
ら
れ

た
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

�

（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

広
が
る
ネ
ッ
ト
の
情
報
空
間

�

メ
デ
ィ
ア
も
正
念
場
　

理
事
長
　
伊
藤
　
芳
明

今月のことば
「
働
く
母
親
と
し
て
初
の
駐
日
大
使
と
な
っ
た
私
に
、
オ

バ
マ
大
統
領
は
、
日
本
の
女
性
や
家
族
に
働
き
か
け
、
米

国
の
経
験
を
共
有
し
て
ほ
し
い
と
言
い
ま
し
た
」

ケ
ネ
デ
ィ
・
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使（
12
・
17
）�

10
㌻

「
ロ
シ
ア
と
日
本
は
隣
人
で
す
。
私
の
育
っ
た
東
シ
ベ
リ

ア
は
、
モ
ス
ク
ワ
よ
り
も
東
京
の
方
が
近
い
」

ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
・
駐
日
ロ
シ
ア
大
使（
12
・
22
）�

10
㌻
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新年にあたっ て

参
加
し
た
の
を
は
じ
め
、
旬
な
テ
ー
マ
の

参
加
者
は
２
０
０
人
を
超
え
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
戦
後
和
解
の
ヒ
ン
ト
を
取
材
す
る
た
め

の
ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
取
材
団
な
ど
海

外
取
材
団
も
３
度
を
数
え
ま
し
た
。
３
年

目
に
入
っ
た
現
役
記
者
対
象
の
記
者
ゼ
ミ

は「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
―

そ
の
原
則
と
ス
キ
ル
」の
テ
ー
マ
で
続
い

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
フ

ル
に
発
揮
し
て
、
信
頼
で
き
る
情
報
の
発

信
基
地
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支

援
、
ご
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
毎
日
新
聞
社
専
務
取
締
役
、
主
筆
）

　
１
９
８
０
年
代
に
エ
ジ
プ
ト
に
駐
在
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ム
バ
ラ
ク
政
権
が

長
期
化
の
傾
向
を
見
せ
始
め
て
い
た
時
期

で
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
は
大
統
領
が
連
日

登
場
し
、
政
府
の
Ｐ
Ｒ
情
報
が
洪
水
の
よ

う
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
親
し
く
な
っ

た
カ
イ
ロ
市
民
と
話
し
て
い
る
と
、
ム
バ

ラ
ク
大
統
領
へ
の
不
満
を
漏
ら
し
ま
す
。

し
か
し
当
局
へ
の
密
告
を
恐
れ
、
一
人
一

人
の
不
満
は
、
横
に
連
帯
す
る
こ
と
が
で

き
ず
に
沈
殿
し
て
い
る
時
代
で
し
た
。

　
こ
れ
が
変
化
し
た
の
が
２
０
１
０
年
の

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
端
を
発
し
、
今
に
至
る

「
ア
ラ
ブ
の
春
」と
呼
ば
れ
る
民
主
化
の

奔
流
だ
と
思
い
ま
す
。
人
々
は
新
聞
や
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
情
報
と
は
別

に
、
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
通
じ
て
独
自

の
情
報
空
間
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
独
自
の
空
間
の
中
で
、
自
分
以

外
に
も
同
じ
よ
う
に
体
制
に
不
満
を
抱
く

人
が
多
数
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
、
空
間

を
通
じ
た
連
帯
が
大
き
な
う
ね
り
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
空
間
で
は
、
共
通
の
民
族
や
宗
教

の
人
た
ち
と
つ
な
が
る
傾
向
が
強
く
、
当

然
な
が
ら
国
家
へ
の
帰
属
意
識
は
希
薄
に

な
り
が
ち
で
す
。
民
主
化
の
流
れ
に
乗
り

き
れ
ず
、
国
家
と
し
て
の
求
心
力
を
喪
失

し
、
内
戦
状
態
に
陥
っ
て
い
る
の
が
シ
リ

ア
、
イ
エ
メ
ン
、
リ
ビ
ア
な
ど
の
国
で
す
。

こ
の
空
間
の
情
報
に
導
か
れ
、
中
東
、
ア

フ
リ
カ
、ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
国
家
を
離
れ
、

欧
州
を
目
指
す
人
の
流
れ
が
、
昨
年
は
年

間
１
５
０
万
人
を
超
え
る
規
模
に
巨
大
化

し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
情
報
空
間
の
影

響
力
は
国
境
を
越
え
、
今
後
も
拡
大
し
て

い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
音
に
迫
る
記
者
会
見

�

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
強
み

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
空
間
で
得

ら
れ
る
情
報
以
上
に
、
魅
力
的
で
信
頼
で

き
る
情
報
発
信
の
基
地
で
あ
り
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
強
み
は
何
と
い

っ
て
も
、
リ
ア
ル
な
生
身
の
当
事
者
と
対

峙
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
一
方
通
行

の
発
信
で
は
な
く
、
記
者
会
見
と
い
う
場

で
、
質
疑
応
答
を
通
じ
て
ニ
ュ
ー
ス
の
当

事
者
の
本
音
に
迫
れ
る
こ
と
で
す
。

　「
愛
す
る
パ
リ
よ
。
あ
な
た
が
目
に
し

た
犯
罪
を
悲
し
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
私

た
ち
ア
ラ
ブ
の
国
々
で
は
、
毎
日
起
き
て

い
る
こ
と
な
の
で
す
」

　
昨
年
11
月
の
パ
リ
の
同
時
テ
ロ
の
後
、

ド
バ
イ
在
住
の
シ
リ
ア
女
性
が
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
書
い
た
言
葉
に
虚
を
突
か
れ
た

思
い
が
し
ま
し
た
。

　
異
質
な
者
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、

異
論
を
尊
重
し
耳
を
傾
け
る
寛
容
さ
が
、

成
熟
し
た
民
主
主
義
社
会
に
求
め
ら
れ
る

資
質
だ
と
思
い
ま
す
。

　
企
画
委
員
の
皆
さ
ん
の
蓄
積
を
生
か

し
、
昨
年
の
集
団
的
自
衛
権
の
議
論
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
様
な
意
見
を
聞
く

機
会
が
得
ら
れ
る
の
は
、
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
な
ら
で
は
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　
昨
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
で
、
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
も
戦
争
、
戦
後
を
検
証
し
、
捉

え
直
す
企
画
を
中
心
に
、
２
３
０
回
も
の

記
者
会
見
、
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

村
山
富
市
元
首
相
と
河
野
洋
平
元
官
房
長

官
の
対
談（
写
真
下
）に
３
２
０
人
以
上
が

「日本ラグビー」を変えたエディー・ジョーンズ・ヘッドコー
チの会見を司会する伊藤理事長（右）� （2015.10.30）

不
満
の
沈
殿
か
ら

�

連
帯
の
う
ね
り
へ
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新春随想 4‣5
人間同士のメディア空間を取り戻
すために� 滝鼻卓雄
クラブゲスト 6‣7

宇治敏彦／高橋哲哉／カイス・ダ
ラジ／神津里季生／木宮正史／工
藤年博／若宮啓文／加藤典洋／石
毛博行／福井健策／中島岳志／伊
吹文明／キャロライン・ケネディ／
ナーセル・ジュデ／ファティ・ビロル
／エブゲーニー・アファナシエフ
会見リポート
神津里季生・連合会長／加藤典洋・文
芸評論家・早大名誉教授 8
伊吹文明・元衆院議長／ジュデ・ヨル
ダン副首相兼外相 9
ケネディ・駐日アメリカ大使／アファ
ナシエフ・駐日ロシア大使 10

記者ゼミ　次世代ジャーナリズムの現場 11

マイBOOKマイPR 11

ワーキングプレス
産経前ソウル支局長 無罪判決 12
� 産経新聞社　五嶋　清
COP21　パリ協定採択 13
� 毎日新聞社　渡辺　諒
シリア・ウオッチ 14
� 朝日新聞社　翁長忠雄
東京五輪まで４年 15
� 読売新聞社　結城和香子
被災地通信　宮城県女川町 16

進む「復興まちづくり」百人百様の
心伝えたい� 河北新報社　水野良将
リレーエッセー 17
被爆者医療の肥田舜太郎医師
� 中国新聞社　川本一之

昨
年
の
大
使
会
見

　15
回

　ケ
ネ
デ
ィ
米
大
使
は
初
会
見

　
各
国
の
駐
日
大
使
を
招
き
、
日
本
と
の

関
係
や
そ
の
国
の
外
交
を
聞
く
。
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
の
大
切
な
仕
事
の
１
つ
だ
。
ク

ラ
ブ
で
答
え
れ
ば
日
本
全
体
に
向
け
て
発

信
で
き
る
と
、
積
極
的
に
応
じ
る
大
使
も

多
い
。
12
月
は
ダ
ラ
ジ
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、

ケ
ネ
デ
ィ
米
国
、
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
・
ロ

シ
ア
の
３
大
使
が
会
見
し
た
。

　
昨
年
１
年
間
を
振
り
返
る
と
招
い
た
大

使
は
13
人（
＝
下
表
）。フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
テ

ル
ン
・
ド
イ
ツ
大
使
と
ロ
ー
バ
ッ
ク
・
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
に
は
難
民
問
題
を
テ
ー

マ
に
２
回
目
の
会
見
を
し
て
も
ら
っ
た
の

で
、
計
15
回
と
な
る
。
ダ
ナ
・
フ
ラ
ン
ス

大
使
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
事
前
会
見
で
予
定
し

て
い
た
が
、
パ
リ
同
時
テ
ロ
の
直
後
と
な

り
、
テ
ロ
対
策
の
質
問
に
も
答
え
た
。
程

　
ケ
ネ
デ
ィ
大
使
は
記
者
会
見
そ
の
も
の

が
初
め
て
。
10
階
ホ
ー
ル
は
２
０
０
人
の

取
材
陣
で
埋
ま
っ
た
。
２
０
１
３
年
11
月

の
着
任
直
後
か
ら
大
使
に
日
米
関
係
を
直

接
、
質
問
し
た
い
と
、
米
大
使
館
と
折
衝

を
２
年
間
、
続
け
て
き
た
。
戦
後
70
年
の

節
目
の
年
の
最
後
に
よ
う
や
く
実
現
し

た
。
前
任
の
ル
ー
ス
大
使
は
４
年
の
任
期

中
、一
度
も
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
な
か
っ
た
。

ク
ラ
ブ
の
米
大
使
会
見
は
09
年
１
月
の
シ

ー
フ
ァ
ー
大
使
以
来
と
な
り
、
７
年
近
く

空
白
期
間
が
続
い
て
い
た
。

音
声
ア
ー
カ
イ
ブ
１
０
０
本
に

よ
み
が
え
る
貴
重
な
会
見
録
音

　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル

で
録
音
さ
れ
た
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
貴
重

な
会
見
が
デ
ジ
タ
ル
で
次
々
に
よ
み
が
え

っ
て
い
る
。
１
９
６
９
年
の
ク
ラ
ブ
創
設

以
来
、
残
っ
て
い
た
録
音
テ
ー
プ
は
約
３

８
０
０
件
。
45
周
年
記
念
事
業
と
し
て
全

て
を
デ
ジ
タ
ル
保
存
し
、
重
要
な
会
見
録

音
を
順
次
、
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
末
ま
で
に

１
０
０
本
の
大
台
に
乗
っ
た
。

　
た
と
え
ば
１
９
７
０
年
代
の
会
見
で
は

佐
藤
栄
作
、
田
中
角
栄
、
三
木
武
夫
ら
歴

代
首
相
、
鄧
小
平
・
中
国
副
首
相
や
フ
ォ

ー
ド
米
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
・
ル
ー
マ
ニ

ア
ら
各
国
大
統
領
、
作
家
・
司
馬
遼
太
郎

と
い
っ
た
ゲ
ス
ト
の
肉
声
が
聞
け
る
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
音
声
ア
ー
カ
イ

ブ
」の
ペ
ー
ジ
で
ど
う
ぞ
。
他
で
は
聞
け

な
い
ク
ラ
ブ
だ
け
の
財
産
だ
。

�
（
専
務
理
事
　
中
井
良
則
）

　
新
年
を
迎
え
、
会
報
も
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
前
号
で
中
井
専
務
理
事
が
お
知
ら
せ

し
た
よ
う
に
、「
ゲ
ス
ト
一
覧
」と「
会

見
リ
ポ
ー
ト
」の
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま

し
た
。
取
材
記
者
が
会
見
を
ま
と
め
た

原
稿
は
全
て
、
速
報
を
重
視
し
て
、
会

見
翌
々
日
を
原
則
と
し
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
会
報
に
は
全
員

を
写
真
付
き
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
し

た「
ゲ
ス
ト
一
覧（
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
）」（
６

～
７
㌻
）を
掲
載
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

重
要
ゲ
ス
ト
や
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を

選
ん
で
紙
面
で
取
り
上
げ
た
も
の
が

「
会
見
リ
ポ
ー
ト
」（
８
～
10
㌻
）で
す
。

　
会
報
委
員
会
で
は
、
時
代
の
流
れ
に

合
わ
せ
た
会
報
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
在

り
方
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
会
報
は
ネ
ッ
ト
と
連
携
し
な

が
ら
紙
面
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

会
報
委
員
長
　
飯
塚
浩
彦

永
華
・
中
国
大
使
は

安
倍
首
相
の
戦
後
70

年
談
話
に
関
心
が
集

ま
る
時
期
だ
っ
た
。

クラブで会見した大使（2015年） 会見日
マグヌス・ローバック（スウェーデン） 1.22、10.21
ワリード・シアム（パレスチナ） 1.27
ヴィオレル・イスティチョアイア=ブドゥラ（EU） 2.25
ハンス・カール・フォン・ヴェアテルン（ドイツ） 5.25、9.18
程永華（中国） 7.23
レザ・ナザルアハリ（イラン） 7.23
シハサック・プアンゲッゲオ（タイ） 9.30
ルカス・カラツォリス（ギリシャ） 10.6
セルダヘイ・イシュトバーン（ハンガリー） 10.21
ティエリー・ダナ（フランス） 11.18
カイス・ダラジ（チュニジア） 12.2
キャロライン・ケネディ（アメリカ） 12.17
エブゲーニー・アファナシエフ（ロシア） 12.22
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東
京
を
歩
き
回
っ
て
い
る
と
、
気
に
な
る

所
が
い
く
つ
か
あ
る
。

東
京
メ
ト
ロ
の
銀
座
、
千
代
田
、
丸
ノ
内

各
線
。
駅
で
言
え
ば
、
渋
谷
、
表
参
道
、
北

千
住
と
い
う
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
一
定
の
ス
ペ
ー

ス
を
考
え
れ
ば
、
何
と
い
っ
て
も
、
渋
谷
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
だ
。

こ
れ
ら
の
点
、
線
、
面
を
観
察
し
て
、
共

通
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
々

が
ス
マ
ホ
の
画
面
に
視
線
を
投
げ
つ
け
な
が

ら
、歩
い
て
い
る
か
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
か
、

そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
共
通

点
は
、
だ
れ
も
が
無
口
で
、
不
機
嫌
な
表
情

で
、他
人
と
の
視
線
の
交
差
を
避
け
て
い
る
。

メ
ト
ロ
の
車
掌
は
く
ど
い
よ
う
に
、「
携
帯

電
話
は
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
お
願
い
し
ま
す
」

と
繰
り
返
す
。
余
計
な
お
せ
っ
か
い
だ
と
思

う
人
も
い
る
は
ず
だ
。
私
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。
自
由
に
携
帯
を
使
い
、
も
っ
と
人
と
人

と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。
だ
か

ら
、
電
車
内
で
も
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
も
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
で
も
、
人
間
同
士
が
音
声
を
も
っ
て

会
話
す
る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
自
分
が
だ

れ
で
あ
る
か
を
他
人
に
打
ち
明
け
る
こ
と
を

拒
み
、
そ
の
結
果
、
ま
っ
た
く
無
表
情
な
空

間
が
東
京
に
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
ん
な
空
間
を
つ
く
っ
た
の
は
、
携
帯
会

社
の
陰
謀
の
結
果
だ
と
は
い
わ
な
い
。

で
は
、
だ
れ
が
、
な
に
が
、
人
間
対
人
間

の
大
切
な
空
間
を
こ
ん
な
無
機
質
な
も
の
に

広
げ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

■
新
聞
が
ネ
ッ
ト
に
追
い
越
さ
れ
た

一
人
一
人
の
メ
デ
ィ
ア（
新
聞
か
ら
携
帯

ま
で
）に
対
す
る
意
識
が
、
こ
の
５
年
の
時

間
経
過
の
中
で
、
極
端
に
曲
が
っ
た
形
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
、私
は
振
り
返
っ
て
い
る
。

別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
大
衆
が
メ
デ
ィ
ア

の
罠
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。こ

こ
に
興
味
深
い
調
査
結
果
が
あ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
が
２
０
１
５
年
２
～

３
月
に
実
施
し
た「
日
本
人
と
テ
レ
ビ
・
２

０
１
５
」の
調
査
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ
か
ら

テ
レ
ビ
中
心
の
調
査
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
に「
欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
」と
い
う

項
目
が
あ
る
。５
年
に
一
回
の
調
査
だ
か
ら
、

２
０
１
０
年
と
い
ろ
い
ろ
な
調
査
項
目
を
比

較
し
て
い
る
。

「
あ
な
た
に
と
っ
て
ど
う
し
て
も
欠
か
せ

な
い
メ
デ
ィ
ア
を
一
つ
だ
け
選
ぶ
と
し
た

ら
」と
い
う
設
問
に
対
し
、
16
歳
以
上
の
男

女
２
４
４
２
人
が
答
え
た
。

「
テ
レ
ビ
」と
答
え
た
の
は
50
％
（
５
年

前
は
55
％
）、
新
聞
と
回
答
し
た
の
は
11
％

（
同
14
％
）と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
。
対

し
て「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」と
答
え
た
の
は

23
％
（
同
14
％
）だ
っ
た
。
新
聞
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
追
い
越
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。

「
も
う
一
つ
選
ぶ
と
し
た
ら
」と
い
う
設

問
も
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
相
対
的
な
位
置
づ

け
を
探
る
た
め
だ
。
一
番
目
と
二
番
目
の
組

み
合
わ
せ
を
み
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

絡
ん
で
く
る
。

ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
の
伝
送
路
で
ニ
ュ
ー

ス
を
取
得
す
る
人
た
ち
が
、
老
若
男
女
を
問

わ
ず
、
新
聞
を
抜
き
去
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

現
実
は
、
無
機
質
な
空
間
の
広
が
り
と
関
係

な
い
だ
ろ
う
か
。

■
ニ
ュ
ー
ス
は〝
タ
ダ
〟の
功
罪

夜
明
け
前
の
闇
の
中
、
私
は
新
聞
配
達
の

バ
イ
ク
の
音
で
目
が
覚
め
る
。
毎
月
１
回
の

新
聞
休
刊
日
を
除
い
て
は
、
毎
日
同
じ
音
で

目
覚
め
る
。
紙
の
新
聞
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
日
本
に
お
け
る

新
聞
配
達
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
こ
れ
か
ら
も
消

滅
し
な
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
っ
て
も
、
紙
の
新
聞
の
部
数
は
減

り
続
け
て
い
る
。
日
本
新
聞
協
会
の
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク（
２
０
１
５
年
版
）に
よ
れ
ば
、
14

年
10
月
時
点
で
の
新
聞
総
発
行
部
数
は
、
４

５
３
６
万
２
６
７
２
部（
日
刊
紙
）と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
前
年
の
同
じ
時
点
と

比
べ
る
と
、
な
ん
と
１
６
３
万
部
も
減
少
し

て
い
る
。
１
６
３
万
部
と
い
え
ば
、
大
き
な

地
方
紙（
県
紙
）が
３
つ
く
ら
い
消
え
た
勘

定
に
な
る
。
　

驚
く
べ
き
地
殻
変
動
が
起
き
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
新
聞
社
が
破
綻
し

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
聞
か
な
い
。
わ
ず
か

２
年
前
ま
で
新
聞
社
で
働
い
て
い
た
者
と
し

て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
は
推
測
で
き
る
が
、

こ
の
近
年
の
急
激
な
変
動
の
中
に
は
、
推
測

で
き
な
か
っ
た「
動
き
」も
あ
っ
た
。

若
者
の
新
聞
離
れ
、
単
身
世
帯
の
購
読
中

止
、
消
費
税
が
８
％
に
上
が
っ
た
こ
と
な
ど

の
ほ
か
に
、
メ
デ
ィ
ア
の「
産
業
革
命
」と

新春随 想

人
間
同
士
の
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デ
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ア
空
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の
育
成
で
あ
る
。
い
ま
の
記
者
は
、
紙
の
新

聞
の
締
め
切
り
時
間
に
向
か
っ
て
、
記
事
を

作
成
し
て
い
る
。「
取
材
し
た
ら
直
ち
に
書

け
」と
号
令
を
か
け
て
も
、記
者
た
ち
の〝
生

活
習
慣
病
〟は
な
か
な
か
治
ら
な
い
。

記
者
の
中
に
は
、「
特
ダ
ネ
を
ネ
ッ
ト
で

配
信
す
れ
ば
、
他
社
が
追
い
つ
く
」と
言
い

出
す
者
が
い
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。し
か
し
、

大
衆
の
反
応
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
価
値
の
順
位
を
紙
の
新
聞
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
方
が
、
こ
れ
か
ら
の
新

聞
の
道
に
と
っ
て
、
選
択
す
べ
き
重
要
な
進

路
で
は
な
い
か
、
と
言
い
た
い
。

さ
ら
に
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
編
集
体
制
の
改
革
だ
。
エ
デ
ィ
タ
ー

と
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
連
携
プ
レ
ー
の
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
エ
デ
ィ
タ
ー
は
従

来
通
り
に
ニ
ュ
ー
ス
の
価
値
を
決
め
る
。
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
は
、「
ネ
ッ
ト
編
集
局
」

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
大

衆
の
意
思
を
紙
の「
編
集
画
面
」に
自
動
的

に
組
み
入
れ
て
、
命
令
す
る
こ
と
だ
。
エ
デ

ィ
タ
ー
の
判
断
を
重
ね
て
、
紙
の
新
聞
の
編

集
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。〝
編
集
工
学
〟

と
い
う
考
え
方
だ
ろ
う
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
記
者
に
は
瞬
発
的
な

判
断
力
を
期
待
し
た
い
。
と
と
も
に
24
時
間

更
新
で
き
る
記
事
を
書
け
る
記
者
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
も
願
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
記

者
で
あ
れ
ば
、
大
衆
の
意
思
を
極
限
ま
で
追

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。そ
の
結
果
、

私
た
ち
は
、
人
間
対
人
間
の
大
切
な
メ
デ
ィ

ア
空
間
を
取
り
戻
せ
る
と
信
じ
て
い
る
。

一
つ
の
ヒ
ン
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ス
・
ア
プ
リ

と
呼
ば
れ
る
、
移
動
端
末
向
け
の
ニ
ュ
ー
ス

の
配
信
会
社
の
急
成
長
に
あ
る
。
し
か
し
、

弱
点
も
あ
る
。
課
金
型
、
一
部
課
金
型
、
広

告
付
き
の
無
料
型
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
る
が
、
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
ニ
ュ

ー
ス
に
対
す
る
価
値
基
準
が
ま
ち
ま
ち
で
、

肝
心
な
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
信
頼
度
が
い
ま

一
つ
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
こ
で
新
聞
社
が
自
ら
キ
ャ
ッ
チ
し
た
自

前
の
ニ
ュ
ー
ス
を
使
っ
て
、
紙
の
新
聞
を
編

集
す
る
前
に
、
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
・
ア
プ
リ

に
載
せ
て
発
信
し
て
し
ま
う
。「
ネ
ッ
ト
編

集
局
」の
ス
タ
ー
ト
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
価
値
の

大
小
を
考
え
な
い
で
流
し
続
け
る
。
次
か
ら

次
へ
流
す
。

そ
の
過
程
で
重
要
な
こ
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
機

能
を
駆
使
し
て
、
読
者
の
反
応
を
つ
か
み
、

そ
の
反
応
を
そ
の
ま
ま
紙
の
新
聞
に
反
映
さ

せ
る
、
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て

も
、
ニ
ュ
ー
ス
に
対
す
る
大
衆
の
反
応
が
い

つ
も
正
し
い
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
否
定
的

な
意
見
も
多
い
と
思
う
。
さ
ら
に
大
切
な
こ

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
に
は
、
編
集
方
針
、

ニ
ュ
ー
ス
価
値
の
基
準
が
あ
り
、
各
新
聞
の

差
別
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
原
則

は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
生
業
と
し
て
い
る

者
に
は
、
譲
れ
な
い
く
ら
い
重
大
な
も
の
で

あ
る
。
　

■
瞬
発
的
な
判
断
力
持
つ
記
者
に

も
う
一
つ
乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
、
新
聞
記
者
一
人
一
人
の「
瞬
発
力
」

代
表
さ
れ
る
移
動
端
末
で
も
読
め
る
。
有
料

化
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
見
出
し
と
ニ

ュ
ー
ス
の
主
要
な
部
分
は
、無
料
で
読
め
る
。

レ
イ
ア
ウ
ト
や
ニ
ュ
ー
ス
の
配
置
は
、
各
紙

で
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
が
、
紙
の
新
聞
の

〝
延
長
〟と
い
う
印
象
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も「
ニ
ュ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
」と
い

わ
れ
た
時
代
に
、
ネ
ッ
ト
配
信
が
始
ま
っ
た

の
だ
が
、
各
紙
と
も
本
腰
を
入
れ
て
ス
タ
ー

ト
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
い
う
か「
紙

は
絶
対
に
減
ら
な
い
」あ
る
い
は「
減
ら
さ

な
い
」と
い
う
確
信
の
下
に
、課
金
し
な
い

ま
ま
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

れ
が
大
間
違
い
だ
っ
た
。ど
ん
な
商
品
で
も
、

無
料
を
有
料
に
変
更
す
る
の
は
、
膨
大
な
営

業
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
。
各
紙
と
も

及
び
腰
で
課
金
紙
面
を
増
や
し
て
い
る
も
の

の
、
大
幅
な
売
り
上
げ
増
に
は
結
び
つ
い
て

い
な
い
。
　
　

先
日
の
こ
と
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
報

道
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は「
ペ
ー
ジ
・
ワ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を

や
め
た
と
い
う
。
つ
ま
り
１
面
の
ニ
ュ
ー
ス

を
ど
う
す
る
か
と
い
う
編
集
会
議
を
廃
止
し

た
。
こ
れ
は
新
聞
の〝
軸
足
〟を
紙
か
ら
電

子
版
に
切
り
替
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
、
と

そ
の
報
道
は
伝
え
て
い
た
。
昨
秋
、
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
た
マ
ー
ク
・
ト
ン
プ
ソ

ン
同
社
社
長
も
同
様
の
発
言
を
し
て
い
た
。

戸
別
配
達
の
イ
ン
フ
ラ
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
と
い
っ
て
も
、
本
格
的
な
ネ
ッ
ト
配
信
に

一
歩
踏
み
出
す
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
。

表
現
し
て
い
い
ほ
ど
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変

革
が
起
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
ニ
ュ
ー
ス
の
伝
送
路
が
、
紙
か
ら

携
帯
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
と
爆
発
的
に
拡

大
し
、
移
動
し
て
し
ま
っ
た
。
混
ん
だ
電
車

の
中
を
観
察
し
て
い
る
と
、
６
割
か
ら
７
割

の
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）系
の
ニ
ュ
ー
ス
・

ア
プ
リ
を
読
ん
で
い
る
。
こ
の
現
象
は
紙
の

新
聞
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
り
、
紙
を
守
ろ

う
と
す
る
者
の〝
敵
〟で
も
あ
る
。
問
題
は

「
情
報
は
タ
ダ
だ
」と
い
う
意
識
を
浸
透
さ

せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

■「
ネ
ッ
ト
編
集
局
」で
挑
戦
を

い
ま
日
本
の
新
聞
は
紙
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ

た
新
聞
と
は
別
に
、
ネ
ッ
ト
経
由
で
ニ
ュ
ー

ス
を
配
信
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
ス
マ
ホ
に

た
き
は
な
・
た
く
お
▼
１
９
３
９
年
東

京
都
出
身
　
１
９
６
３
年
読
売
新
聞
入

社
　
論
説
委
員
　
社
会
部
長
な
ど
を
経

て
　
２
０
０
４
年
東
京
本
社
社
長
・
会

長
　
並
行
し
て
読
売
巨
人
軍
オ
ー
ナ
ー

を
７
年
間
務
め
た

　
２
０
０
５
年
か
ら
09
年
ま
で
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
理
事
長

新 春随想
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宇
う

治
じ

　敏
とし

彦
ひこ

　中日新聞相談役

　近著『政の言葉から読み解く戦
後70年』をベースに、熟達の政治
記者が戦後政治を振り返った。「融
通の利く自民党は“水”の党。左右
対立の社会党は“氷”の党。バラバ
ラの民主党は“砂”の党」「今呼び戻
したい総理は、大平正芳、宮沢喜
一ら最高の側近がいた池田勇人」

■12・1（火）シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」39／
会：橋本五郎委員9出席：60人

工
く

藤
どう

　年
とし

博
ひろ

　政策研究大学院大学教授

　現地駐在の経験もあるミャンマ
ー研究の第一人者。総選挙で野党
が圧勝したが、「旧軍事政権トッ
プがアウンサンスーチー氏と会談
したことで国軍は政権交代を認め
た。新旧の政治エリートが協力で
きるかどうかが今後の決め手とな
る」。

■12・7（月）研究会「ミャンマー」9／会：秦野るり子委員9
出席：66人

高
たか

橋
はし

　哲
てつ

哉
や

　東京大学大学院教授

　「『本土』では80％以上が日米安
保を支持している。それならば
『本土』は当事者として沖縄の米
軍基地を引き受けるべき責任があ
る」と主張。大阪や福岡で「基地
引き受け」の声をあげた市民運動
に注目しているという。

■12・2（水）研究会「沖縄から考える」⑨9／会：川上高志委
員9出席：61人

若
わか

宮
みや

　啓
よし

文
ぶみ

　元朝日新聞主筆

　著書『戦後70年　保守のアジア
観』が石橋湛山賞を受賞した。「脱
亜の吉田茂、大アジア主義の岸信
介、小日本主義の石橋湛山。この
3人のアジア観の比較が戦後日本
のアジア政策を読み解くカギにな
る」。田中角栄による尖閣の日中
共同石油開発についての推論も。

■12・8（火）著者と語る『戦後70年 保守のアジア観』9／会：
川村晃／委員9出席：64人

カイス・ダラジ　駐日チュニジア大使

　「アラブの春」に続く民主化の
成果を評価されて、「チュニジア
国民対話カルテット」が2015年の
ノーベル平和賞を受賞した。「わ
が国の市民社会がイスラムと世俗
との橋渡しになり、民主化に重要
な役割を果たした」と強調した。

■12・2（水）記者会見9／会：脇祐三委員9通訳：西村好美
9出席：33人

加
か

藤
とう

　典
のり

洋
ひろ

　文芸評論家・早稲田大学名誉教授

　対米従属、国連中心主義といっ
た聞き慣れたことばに、戦後の回
心、憲法制定権力、信頼圏という
新語が入り交じる新しい戦後論を
展開した。安保法制反対の国会前
デモを見て「自分の仕事で社会に
寄与したいと考えた」。「左折の改
憲」の基底は。

■12・9（水）シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」49／
会：杉田弘毅委員9出席：75人9会見詳録

神
こう

津
づ

　里
り

季
き

生
お

　連合会長

　昨年10月に会長に就任したばか
り。安倍政権を「対話を無視した
政治」と批判、「国民の期待に応
える『受け皿』作りが必要」と指摘
したが、共産党が提唱する選挙協
力には「これまで共産党から攻撃
を受けてきた。100%一緒にはや
らない」と強く否定した。

■12・3（木）記者会見9／会：水野裕／委員9出席：56人

石
いし

毛
げ

　博
ひろ

行
ゆき

　日本貿易振興機構（JETRO）理事長

　「TPP合意は、イラン核合意、
ラグビーW杯南ア戦勝利と並ぶ
3番目の奇跡」と切り出した。経
産省時代に担当した通商政策の視
点から解説した。「日本が入らな
かったら、今のようなバランスの
取れたTPPにならなかった」

■12・11（金）研究会「TPP」③9／会：軽部謙介委員9出席：
48人

木
き

宮
みや

　正
ただ

史
し

　東京大学大学院総合文化研究科教授

　日韓国交正常化50周年なのに関
係は冷え込んだまま。研究者とし
て背景を分析したが、ことばの
端々に「なぜこんな関係に」と、
もどかしさがうかがえた。「相手
が悪い。もうあきらめた」論を乗
り越え、日韓交流の「層の厚さ」
を生かすべきだと訴えた。

■12・4（金）研究会「日韓関係の検証と展望」9／会：山本勇
二委員9出席：55人

福
ふく

井
い

　健
けん

策
さく

　弁護士

　今回のTPP合意で、「知財分野
では米国は欲しいものはほぼ全部
取った」と断言。特に著作権の保
護期間延長、著作権侵害の非親告
罪化、法廷賠償金導入の3つは影
響力が大きいと指摘した。「関連
法成立を急ぐのは愚かな選択」と
の苦言も。

■12・15（火）研究会「TPP」④9／会：杉尾秀哉委員9出席：
39人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032165/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032212/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032234/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032167/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032169/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032171/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032265/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032213/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032236/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032238/
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中
なか

島
じま

　岳
たけ

志
し

　北海道大学准教授

　「リベラル保守宣言」で今や、
日本政治の論客に。「保守を一言
でいえば『永遠の微調整』」と定
義。田中美知太郎、竹山道雄、山
本七平ら保守主義者による大東亜
戦争批判を詳説し、戦前の軍国主
義者と戦後の平和主義者の類似を
指摘した。

■12・15（火）シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」41／
会：星浩委員1出席：65人1会見詳録

ナーセル・ジュデ　ヨルダン副首相兼外相

　「ISとの戦いはイスラム教徒が
最前線に立つべき」と力説。ヨル
ダンにはパレスチナ、イラクに加
え、シリアから難民が押し寄せて
いる。「わが国の難民受け入れ数
は世界2位で人口の約2割に上
る。日本なら3000万人に近い数字。
想像できますか」

■12・17（木）記者会見1／会：杉田弘毅委員1通訳：宇尾真
理子1出席：41人

伊
い

吹
ぶき

　文
ぶん

明
めい

　元衆院議長

　「自民党は保守政党というより
現実処理政党」「安倍政権は1回目
に比べ、よく言えば賢くなった。
悪く言えばずるくなった」。飄々
と力みのない「伊吹節」で戦後日
本を縦横無尽に語った。1日2万
歩を実行、「健保を使わない議員
の会会長」だという。

■12・16（水）シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」41／
会：倉重篤郎委員1出席：41人

ファティ・ビロル　国際エネルギー機関（IEA）事務局長

　IEA生え抜きの事務局長として
昨年9月に就任。訪日は50回に上
る。「炭素税は理想的な気候変動
対策だが、途上国の説得が難しい」
と指摘。「油価は現在の1バレル
40ドルの維持は無理。2020年まで
に80ドルに戻るだろう」と予測し
た。

■12・21（月）記者会見1／会：脇祐三委員1通訳：西村好
美、秋山賛1出席：51人

キャロライン・ケネディ　駐日アメリカ大使

　記者会見は初めて。「太平洋戦
争を戦った兵士の娘が戦後70年の
年に大使を務める」「ケネディ大統
領の思い出は日本人の心の特別な
場所を占めている」。あの父の娘
ゆえに果たせる役割を担う、とい
う自己認識を感じる。次回はもっ
と質問時間を。

■12・17（木）記者会見1／会：西村陽一企画委員長1通訳：
宮崎有美子、森万純1出席：201人1会見詳録（英語・日本語）

エブゲーニー・アファナシエフ　駐日ロシア大使

　大使就任直後に続き2度目の登
場。日ロ首脳会談の時期、平和条
約、歴史認識など、タフな質問が
続いたが、ジョークを交えて笑顔
で対応した。ただ訪日者数や貿易
額などの数字を挙げ「中国に比
べ、あまりに少なすぎる」と顔が
曇った。

■12・22（火）昼食会1／会：杉田弘毅委員1通訳：西村好美
1出席：64人

●「
歩
く
の
が
大
好
き
な
ん
で
す
」

　
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
大
使
を
乗
せ
た
車
を
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
の
玄
関
前
で
待
っ
て
い
た
。
す
る
と
近
く

に
い
た
Ｓ
Ｐ
が「
大
使
は
徒
歩
で
こ
ち
ら
に
向
か

っ
て
い
ま
す
」と
教
え
て
く
れ
た
。

　「
え
っ
、
歩
い
て
く
る
の
！
」

　
東
京
新
聞
の
方
向
に
目
を
や
る
と
、
手
提
げ
袋

を
持
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
使
が
随
行
の
３
人
と
談
笑

し
な
が
ら
歩
い
て
き
た
。歓
迎
の
挨
拶
を
す
る
と
、

「
歩
く
の
は
大
好
き
な
の
」と
話
し
て
く
れ
た
。

手
提
げ
袋
か
ら
は
ピ
ン
ク
の
ス
ニ
ー
カ
ー
が
の
ぞ

い
て
い
た
。近
く
ま
で
来
て
履
き
替
え
た
ら
し
い
。

　
一
緒
に
歩
い
て
き
た
の
は
、「
イ
ケ
メ
ン
」と

し
て
女
性
週
刊
誌
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
息
子

の
ジ
ョ
ン
・
シ
ュ
ロ
ス
バ
ー
グ
氏（
22
）だ
っ
た
。

エ
ー
ル
大
卒
で
昨
年
10
月
に
楽
天
に
入
社
し
た
ば

か
り
。
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
唯
一
の
男
孫
で
、

大
使
は
福
島
第
一
原
発
視
察
に
も
同
行
さ
せ
、
こ

の
日
も
母
親
の
会
見
を
見
守
っ
た
。「
帝
王
教
育
」

の
一
環
か
も
し
れ
な
い
。

　
大
使
は
、
帰
り
も
玄
関
前
に
止
め
て
あ
る
公
用

車
に
は
目
も
く
れ
ず
、
息
子
と
肩
を
並
べ
て
徒
歩

で
師
走
の
街
に
消
え
て
い
っ
た
。

●
取
材
の
端
緒
は
ど
こ
に
で
も

　
控
室
で
ゲ
ス
ト
の
方
々
と
雑
談
し
て
い
る
と
、

面
白
い
話
が
聞
け
る
役
得
が
あ
る
。
政
治
学
者
の

中
島
岳
志
さ
ん
の
話
に
は
驚
き
、
感
心
し
た
。

　
中
島
さ
ん
が
あ
る
日
、何
気
な
く
テ
レ
ビ
で「
百

歳
バ
ン
ザ
イ
」と
い
う
番
組
を
み
て
い
た
ら
、「
元

気
な
元
幼
稚
園
長
の
お
じ
い
さ
ん
」が
映
っ
て
い

た
。
名
前
は
堀
川
秀
雄
、
住
所
は
茨
城
県
大
洗
、

百
歳
…
「
ひ
ょ
っ
と
し
て『
血
盟
団
』の
関
係
者

で
は
」。
政
治
テ
ロ
で
あ
る
戦
前
の
血
盟
団
事
件

を
調
べ
て
い
た
中
島
さ
ん
は
名
前
と
住
所
に
ピ
ン

と
き
た
。
連
絡
先
を
つ
き
と
め
た
が
、
残
念
な
が

ら
堀
川
さ
ん
は
放
映
直
後
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
調
査
を
通
じ
、
五
・
一
五
事
件
で
元
陸
軍

軍
人
の
西
田
税
を
狙
撃
し
た
川
崎
長
光
さ
ん
も
存

命
だ
と
わ
か
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
は
著
書『
血
盟
団
事
件
』（
文
藝
春
秋
）

の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
取
材
の
端
緒
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
取
材
の
ス

イ
ッ
チ
は
常
に
オ
ン
に
し
て
お
く
。
記
者
に
も
通

じ
る
貴
重
な
教
訓
を
学
ん
だ
気
が
し
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
　
土
生
　
修
一

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032240/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032337/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032421/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032422/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032284/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2015/12/r00032285/
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昨
年
10
月
に
会
長
に
就
任
。
存
在
感
が

薄
れ
る
連
合
の
現
状
へ
の
危
機
感
を
率
直

に
示
し
た
点
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　「
連
合
」を
一
般
の
人
た
ち
が
ど
う
見

て
い
る
の
か
を
問
う
意
識
調
査
の
結
果
を

引
い
て
語
る
。「
連
合
の
存
在
そ
の
も
の

　「
戦
後
70
年
」シ
リ
ー
ズ
で
14
年
11
月

に
続
き
２
回
目
を
お
願
い
し
た
。
前
回
、

本
人
が
執
筆
を
予
告
し
て
い
た『
戦
後
入

門
』（
ち
く
ま
新
書
）を
１
時
間
20
分
語
り
、

８
人
の
質
問
に
50
分
答
え
た
。

　「
戦
後
70
年
の
本
質
は
対
米
従
属
の
70

年
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
憲
法
制
定
権
力

で
あ
っ
た
米
国
は
自
ら
の
国
益
を
守
り
、

日
本
の
憲
法
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
そ
う
い

う
存
在
が
今
も
居
座
っ
て
い
る
」

　
新
著
で
は
、
米
軍
基
地
撤
去
、
自
衛
隊

再
編
、
非
核
兵
器
宣
言
を
憲
法
９
条
に
書

き
込
む「
左
折
の
改
憲
」提
言
が
目
を
引

き
、
議
論
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
根

底
に
あ
る
の
は「
対
米
関
係
が
今
の
ま
ま

神こ
う

津づ

　
里り

季き

生お

　連
合
会
長

影
薄
れ
る
連
合
の
現
状
に
危
機
感

加か

藤と
う

　
典の

り

洋ひ
ろ

　

文
芸
評
論
家
・
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

対
米
自
立
の
改
憲
を
提
言

上
げ
」を
経
済
界
に
求
め
て
い
る
か
ら
だ
。

　
そ
の
結
果「
連
合
が
目
立
た
な
い
の
は

と
ん
で
も
な
い
。（
わ
れ
わ
れ
の
）春
闘
を

知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と

言
う
。
連
合
が
掲
げ
る
16
年
の
賃
上
げ
要

求
基
準
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が「
２
％
程

度
」と
15
年
の「
２
％
以
上
」よ
り
や
や
控

え
め
だ
。

　
傘
下
の
自
動
車
な
ど
大
手
の
労
働
組
合

は
、
連
合
の
基
準
を
下
回
る
要
求
に
な
る

見
通
し
で
あ
る
。
大
手
企
業
の
賃
金
水
準

は
下
請
け
な
ど
よ
り
格
段
に
高
い
。
そ
の

差
は
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。「
親
企
業

や
発
注
元
が
賃
上
げ
す
る
だ
け
で
は
意
味

が
な
い
。
大
企
業
と
中
小
と
の
格
差
を
変

え
て
い
こ
う
よ
と
言
っ
て
い
る
」

　「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
」を
旗

印
に
す
る
が
、具
体
策
は
聞
け
な
か
っ
た
。

連
合
が
代
表
す
る
労
働
運
動
自
体
に
制
度

疲
労
が
見
ら
れ
る
。
非
正
規
や
中
小
企
業

で
の
組
織
化
が
遅
れ
、
労
働
組
合
の
組
織

構
造
は
高
度
成
長
期
か
ら
基
本
的
に
変
わ

ら
な
い
。
大
手
製
造
業
の
企
業
別
組
合
と

公
務
員
の
組
合
が
主
流
を
占
め
る
。
神
津

会
長
も
新
日
本
製
鉄（
現
新
日
鉄
住
金
）

出
身
で
あ
る
。

　
政
治
へ
の
影
響
力
も
支
持
す
る
民
主
党

の
不
人
気
も
災
い
し
て
下
降
線
だ
。「
現

実
を
踏
ま
え
て
」、
結
成
後
26
年
を
経
た

連
合
を
ど
う
変
え
る
の
か
注
視
し
た
い
。

日
本
経
済
新
聞
出
身
　
森
　
一
夫

地
を
撤
廃
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
デ
ル
は

同
書
で
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
日
は「
補

論
」と
し
て
ド
イ
ツ
・
モ
デ
ル
を
語
っ
た
。

「
米
国
か
ら
自
立
す
る
た
め
フ
ラ
ン
ス
と

信
頼
し
あ
っ
て
卵
の
白
身
の
よ
う
な
信
頼

圏
を
作
っ
た
。
そ
れ
が
Ｅ
Ｕ
だ
。
日
本
は

国
連
を
信
頼
圏
と
し
て
作
れ
ば
対
米
自
立

が
果
た
せ
る
」。
同
盟
相
手
を
米
国
か
ら

国
連
に
切
り
替
え
る
戦
略
論
で
も
あ
る
。

　
な
ぜ
、
改
憲
や
政
治
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ま

で
踏
み
込
ん
だ
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
は

こ
う
い
う
答
え
方
を
し
た
。「
ど
う
す
れ

ば
現
状
を
打
開
で
き
る
か
。
自
衛
隊
、
核

の
傘
、
米
軍
基
地
、
９
条
、
靖
国
、
そ
う

い
っ
た
全
て
を
カ
バ
ー
し
た
対
案
は
こ
れ

ま
で
誰
も
出
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を
用
意

し
よ
う
と
考
え
た
」「
原
点
は
２
０
０
９
年

で
す
。
民
主
党
の
政
権
交
代
は
戦
後
の
一

番
大
き
な
動
き
な
の
に
、
無
残
な
失
敗
に

終
わ
っ
た
」

　
日
米
同
盟
堅
持
論
だ
け
で
日
本
中
が
一

致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
異
論
を
米

国
と
世
界
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
英
語
版

も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　「
自
分
は
孤
立
を
続
け
た
人
間
だ
」と

も
吐
露
し
た
。
原
武
史
・
明
治
学
院
大
教

授
が「
こ
の
批
評
家
を
孤
立
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
」（
朝
日
新
聞
書
評
欄
）と
書
い
た

の
を
思
い
出
す
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
専
務
理
事
　
中
井
　
良
則

を
知
ら
な
い

人
が
46
％
い

て
、
か
つ
20

歳
代
の
女
性

は
61
％
が
知

ら
な
い
」と

焦
燥
感
を
に

じ
ま
せ
る
。

　
厚
生
労
働

省
調
べ
に
よ

る
労
働
組
合

で
い
い
の

か
。
米
国
か

ら
の
自
立
を

い
か
に
実
現

す
る
か
」と

い
う
焦
燥

感
、
あ
る
い

は
危
機
感
だ

ろ
う
。

　
新
憲
法
に

よ
り
米
軍
基

の
推
定
組
織
率
は
17
・
５
％
（
２
０
１
４

年
）ま
で
下
が
っ
て
い
る
。連
合
に
加
盟
す

る
組
合
員
数
は
、
そ
の
う
ち
７
割
弱
を
占

め
る
も
の
の
、
数
で
は
連
合
が
働
く
人
全

体
を
代
表
す
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。

　
当
面
の
課
題
と
し
て
ま
ず
挙
げ
た
の

は
、
２
０
１
６
年
の「
春
季
生
活
闘
争
」

い
わ
ゆ
る
春
闘
で
あ
る
。
こ
れ
が
皮
肉
に

も
存
在
感
を
低
下
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
て

い
る
。
安
倍
晋
三
首
相
が
率
先
し
て「
賃
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　「
戦
後
70
年
」シ
リ
ー
ズ
の
ト
リ
と
し

て
、「
新
た
な
価
値
観
を
創
る
時
」と
題

し
て
話
し
て
も
ら
っ
た
。
明
治
維
新
か
ら

70
年
目
の
日
本
が
、
国
家
目
標
だ
っ
た
富

国
強
兵
路
線
を
歩
み
間
違
え
た
よ
う
に
、

戦
後
70
年
目
の
日
本
も
ま
た
、
少
子
高
齢

化
、
製
造
業
の
衰
退
、
財
政
赤
字
と
い
う

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
お
り
、「
米
国
に
追
い

　
戦
火
が
絶
え
な
い
中
東
の
中
で
、
比
較

的
安
定
し
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン
は
記
者
に
と

っ
て
オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
だ
。
そ
ん

な
安
定
感
を
持
つ
ジ
ュ
デ
副
首
相
兼
外
相

に
は
、
普
段
考
え
て
い
る
中
東
に
関
す
る

質
問
を
じ
っ
く
り
と
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
示
唆
に
富
む
会
見
だ
っ
た
。

　
中
東
は
地
殻
変
動
の
さ
な
か
に
あ
る
。

ア
ラ
ブ
の
春
の
挫
折
や「
イ
ス
ラ
ム
国

（
Ｉ
Ｓ
）」の
横
行
、
難
民
や
国
内
避
難
民

の
悲
劇
と
い
う
動
き
だ
け
で
は
な
い
。
米

国
の
力
の
衰
退
、
ロ
シ
ア
の
復
帰
、
そ
し

て
イ
ラ
ン
の
存
在
感
と
い
う
パ
ワ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　
親
米
国
で
ス
ン
ニ
派
主
体
の
ヨ
ル
ダ
ン

は
、
ロ
シ
ア
と
イ
ラ
ン
の
勢
力
拡
張
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
。「
Ｉ
Ｓ
の
問
題
の
解

決
に
は
ロ
シ
ア
が
鍵
を
握
る
、
と
ヨ
ル
ダ

伊い

吹ぶ
き

　
文ぶ

ん

明め
い

　元
衆
院
議
長

日
米
こ
そ
歴
史
認
識
の
調
整
を

ナ
ー
セ
ル
・
ジ
ュ
デ
　

ヨ
ル
ダ
ン
副
首
相
兼
外
相

地
殻
変
動
の
中
東
を
内
側
か
ら
語
る

す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

む
し
ろ
、
そ
れ
は
中
韓
と
の
歴
史
認
識
以

上
に
向
き
合
う
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
に
な

り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
。

　
伊
吹
氏
は
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
実
現

す
る
か
、に
つ
い
て
は
語
ら
な
か
っ
た
が
、

保
守
を
自
任
す
る
伊
吹
氏
の
戦
後
日
米
関

係
の
整
理
と
い
う
問
題
意
識
は
、
先
に
こ

の
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
た
加
藤
典
洋
氏
の
護

憲
的
改
憲
に
よ
る
従
米
主
義
の
克
服
と
い

う
主
張
に
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
た
。

　
伊
吹
氏
は
ま
た
、
今
の
安
倍
晋
三
政
権

に
つ
い
て
、
第
１
次
と
比
べ
政
権
運
営
が

極
め
て
ク
レ
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
指

摘
、そ
の
現
実
主
義
的
対
応
を
評
価
し
た
。

　
一
方
で
、
今
の
安
倍
官
邸
と
立
法
府
と

の
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、立
法
府
、

特
に
与
党
が
弱
す
ぎ
る
と
の
認
識
を
示

し
、
国
民
か
ら
主
権
を
預
か
っ
て
い
る
立

法
府
の
憲
法
上
の
建
前
か
ら
し
て
も
、
野

党
か
ら
憲
法
に
基
づ
い
た
召
集
要
求
が
あ

り
な
が
ら
臨
時
国
会
を
開
か
な
か
っ
た
こ

と
や
、
時
の
政
権
が
都
合
の
良
い
時
に
使

う
７
条
解
散
の
乱
発
に
つ
い
て
、「
憲
法

の
原
点
に
戻
ら
な
い
と
、
事
実
の
積
み
重

な
り
で
内
閣
が
一
方
的
に
強
く
な
る
」と

述
べ
、
安
倍
政
権
を
け
ん
制
し
た
。

　
企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員

倉
重
　
篤
郎

　
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
大
統
領
の
将
来
。「
関

係
国
の
間
で
政
治
和
解
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
協
議
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
決
ま
っ
て

い
く
」と
い
う
穏
当
な
答
え
だ
。
ア
サ
ド

氏
亡
き
後
の
、
予
想
さ
れ
る
シ
リ
ア
の
混

乱
は
隣
国
ヨ
ル
ダ
ン
に
と
っ
て
悪
夢
だ
ろ

う
か
ら
、本
心
は
ア
サ
ド
氏
残
留
だ
ろ
う
。

　
Ｉ
Ｓ
壊
滅
に
空
爆
だ
け
で
効
果
が
あ
る

の
か
。「
地
上
攻
撃
は
不
可
欠
だ
。
だ
が
、

そ
れ
を
担
う
部
隊
は
シ
リ
ア
人
で
あ
り
、

イ
ラ
ク
人
の
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
」。
米

国
が
地
上
軍
を
送
る
気
が
な
い
の
だ
か

ら
、
ほ
か
に
は
手
が
な
い
。

　
シ
リ
ア
は
今
の
統
一
国
家
を
維
持
で
き

る
の
か
、ア
サ
ド
政
権
派
、ク
ル
ド
人
、ス

ン
ニ
派
と
３
分
割
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　「
シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク
の
共
通
点
は
、ス
ン

ニ
派
が
独
占
的
な
支
配
地
域
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
違
う
点
は
、
イ
ラ
ク
は
ま

だ
３
つ
の
勢
力
が
並
立
し
て
い
る
が
、
シ

リ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
が
乱
立
す
る
」

　
最
後
に
、
ヨ
ル
ダ
ン
は
１
４
０
万
人
の

シ
リ
ア
人
難
民
を
現
在
受
け
入
れ
て
い
る

と
強
調
し
た
。
シ
リ
ア
が
分
裂
す
れ
ば
、

さ
ら
に
事
態
は
混
乱
し
隣
国
の
ヨ
ル
ダ
ン

に
は
多
く
の
難
民
の
殺
到
が
予
想
さ
れ

る
。
遠
い
日
本
か
ら
、
中
東
を
ウ
オ
ッ
チ

す
る
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
迫
真
さ
を

感
じ
さ
せ
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
編
集
委
員
室
長

杉
田
　
弘
毅

つ
け
追
い
越

せ
」と
し
て

き
た
競
争
・

効
率
・
成
長

至
上
主
義
的

路
線
と
は
別

の
価
値
観
が

求
め
ら
れ
て

ン
は
ず
っ
と
言
っ
て

き
た
」と
ロ
シ
ア
の

関
与
を
歓
迎
す
る
一

方
で
、
イ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
明
解
な
答
え

が
な
か
っ
た
。
シ
ー

ア
派
の
イ
ラ
ン
に
対

す
る
警
戒
心
を
感
じ

さ
せ
た
。

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
れ
は
例
え
ば
、
勤
勉
、
自
助
、
助
け

合
い
、
自
然
を
畏
れ
る
心
の
よ
う
な
日
本

本
来
の
美
徳
で
あ
り
、
政
治
が
取
り
立
て

て
目
標
を
掲
げ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
皆

が
自
分
の
生
活
か
ら
探
し
出
す
知
恵
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
第
２
次
世
界
大
戦
を
め
ぐ
る

日
米
間
の
歴
史
認
識
の
差
も
、
米
国
の
ポ

ツ
ダ
ム
史
観
的
な
も
の
と
日
本
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
主
張
と
の
間
で
、
そ
ろ
そ
ろ
調
整
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大
使
着
任
か
ら
２
年
と
１
カ
月
。
記
者

ク
ラ
ブ
会
員
と
し
て
は
待
ち
に
待
っ
た
会

見
と
な
っ
た
。

　
知
名
度
抜
群
の
大
使
に
よ
る
初
会
見
と

あ
っ
て
出
席
者
は
約
２
０
０
人
。
会
場
後

方
に
は
10
台
の
テ
レ
ビ
・
カ
メ
ラ
が
並
び
、

関
心
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
孤
立
し
て
い
た
は

ず
の
ロ
シ
ア
。
昨
年
、
中
東
シ
リ
ア
で
攻

勢
に
転
じ
、
一
躍
国
際
舞
台
の
中
心
に
躍

り
出
た
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
訪
日
は
再

び
先
送
り
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ロ
シ
ア
の

ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
大
使
が
、
日
ロ
関
係
を

熱
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
じ
え
な
が
ら
語
っ

た
。
強
調
し
た
の
は「
外
交
の
技（art of 

diplom
acy

）」。シ
リ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
な

ど
国
際
問
題
を
日
ロ
関
係
の
人
質
に
し
て

は
な
ら
ず
、
外
交
力
で
問
題
を
解
決
す
べ

き
だ
と
訴
え
た
。

　
プ
ー
チ
ン
訪
日
に
つ
い
て
は「
も
と
も

と
時
期
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
先
送
り
で

は
な
い
。
重
要
な
の
は
訪
日
が
い
つ
に
な

る
の
か
で
は
な
く
、
い
か
に
準
備
す
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
る
か
だ
」と

強
調
し
た
。

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン・ケ
ネ
デ
ィ

駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使

父
の
言
葉
に
込
め
た
報
道
人
へ
の
期
待

エ
ブ
ゲ
ー
ニ
ー・ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ

駐
日
ロ
シ
ア
大
使

必
要
な
の
は
「
外
交
の
技
」

　
恒
例
の
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
大
使
が
書
い

た
の
は
、
父
の
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
こ

ん
な
言
葉
だ
っ
た
。

　「
新
聞
は
人
々
の
行
動
の
記
録
者
、良
心

の
守
護
者
、
そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
の
運
び

手
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
な
た
た
ち
新
聞

の
力
、
助
力
に
期
待
し
ま
す
。
そ
れ
が
あ

る
こ
と
で
、
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
持
っ
て
い
る
目
的
、
つ
ま
り
自
由
と
独

立
を
達
成
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

　
こ
れ
は
１
９
６
１
年
４
月
27
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
米
国
新

を
引
き
な
が
ら
答
え
た
。
自
ら
の
ワ
シ
ン

ト
ン
勤
務
時
代
、
大
使
館
近
く
の
店
で
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
新
聞
を
読
ん
で
い

た
ら
、
客
同
士
で
こ
ん
な
会
話
が
あ
っ
た

と
い
う
。「
ジ
ョ
ン
、
今
朝
は
ど
う
か
ね
」

「
ま
だ
時
間
が
早
過
ぎ
る
。
一
日
た
っ
て

み
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
よ
」。
さ
す
が

ア
ネ
ク
ド
ー
ト
の
国
ロ
シ
ア
の
外
交
官
ら

し
く
軽
妙
な
受
け
答
え
だ
っ
た
。

　
日
ロ
関
係
の
現
状
に
つ
い
て
、「
日
ロ

貿
易
は
、
２
０
１
５
年
は
前
年
よ
り
30
％

減
る
見
通
し
だ
。
中
ロ
の
３
分
の
１
、
日

中
の
10
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
」と
嘆
き
、

ロ
シ
ア
経
済
の
悪
化
だ
け
で
は
な
く
、
政

治
的
な
制
約
や
心
理
的
な
影
響
も
大
き
い

と
指
摘
し
た
。
一
方
的
で
は
な
く
、
双
方

向
の
関
係
が
重
要
だ
と
強
調
し
、
シ
ベ
リ

ア
極
東
開
発
へ
の
日
本
の
協
力
に
期
待
を

示
し
た
。

　
シ
ベ
リ
ア
育
ち
の
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
大

使
。
赴
任
し
て
３
年
８
カ
月
が
た
っ
た
。

13
年
、
安
倍
総
理
の
訪
ロ
に
同
行
。
総
理

が
桜
の
苗
木
を
植
え
た
際
、
大
使
が「
平

和
の
木（peace tree

）で
す
ね
」と
声
を

か
け
た
と
こ
ろ
、
総
理
が「
平
和
条
約

（peace treaty

）だ
よ
」と
切
り
返
し
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
披
露
し
た
。
双
方

が「
外
交
の
技
」を
発
揮
し
、
２
０
１
６

年
に
日
ロ
関
係
が
前
進
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
山
内
　
聡
彦

　
ワ
ン
ピ
ー
ス
姿
で
登
場
し
た

ケ
ネ
デ
ィ
大
使
は
最
初
に
、
こ

の
２
年
間
の
日
米
関
係
に
つ
い

て
、「
最
も
良
好
」と
述
べ
る

と
と
も
に
、
か
つ
て
敵
国
と
し

て
戦
っ
た
両
国
が
70
年
後
の

今
、
和
解
を
成
し
遂
げ
た
こ
と

を
評
価
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑

応
答
に
移
り
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
問
題
や
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）、
安
倍
晋
三

首
相
に
よ
る
戦
後
70
年
談
話
と
い
っ
た
微

妙
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
つ
な
く
対
応

し
た
。

　
超
多
忙
の
大
使
で
あ
る
た
め
、
会
見
予

定
時
間
は
30
分
。
結
局
、
10
分
延
長
し
て

終
わ
っ
た
が
、
無
理
を
承
知
で
欲
を
言
え

ば
、
も
う
少
し
質
疑
応
答
時
間
が
取
れ
れ

ば
、
理
解
は
よ
り
深
ま
っ
た
だ
ろ
う
。

入場するケネディ大使。会場には息子のジャ
ックさんも（右手前）撮影：栗田格会員

聞
発
行
者
協
会（
当

時
）の
年
次
夕
食
会

で
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領

が
語
っ
た
言
葉
で
あ

る
。
報
道
に
携
わ
る

者
と
し
て
肝
に
銘
じ

た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ

っ
た
。

　
最
後
に
記
者
ク
ラ

ブ
か
ら
万
年
筆
を
贈

ら
れ
た
大
使
は
、
さ

っ
そ
く
キ
ャ
ッ
プ
を
外
す
と
、
左
手
で
ゲ

ス
ト
ブ
ッ
ク
に
署
名
し
よ
う
と
し
た
が
、

イ
ン
ク
が
出
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発

生
。
大
使
は
万
年
筆
を
振
り
な
が
ら
、「
こ

こ
に
サ
イ
ン
す
る
た
め
に
、
ま
た
こ
の
ク

ラ
ブ
に
戻
っ
て
き
ま
す
よ
」と
ユ
ー
モ
ア

で
場
を
和
ま
せ
、
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し

た
。 

毎
日
新
聞
外
信
部
長
　
小
倉
　
孝
保

　
プ
ー
チ
ン
訪
日

の
前
の
安
倍
総
理

の
訪
ロ
の
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
い

つ
ど
こ
で
と
い
う

の
は
時
期
尚
早
で

分
か
ら
な
い
と
、

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
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湛
山
と
対
話
し
た
く
て
こ
の
本
を
書
き
ま

し
た
　
石
橋
湛
山
は
、
両
大
戦
期
、「
東

洋
経
済
新
報
」を
拠
点
に
、
自
由
主
義
の

立
場
か
ら
論
陣
を
張
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
す
。
そ
の
論
考
か
ら
、
今
も
な
お
、

い
や
、
今
ま
さ
に
、
日
本
の
直
面
す
る
国

家
的
課
題
を
考
察
す
る
上
で
、
数
多
く
の

洞
察
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ

フ
レ
、
中
国
、
海
洋
安
全
保
障
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
秩
序
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
政
党
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
使
命
…
湛
山
と
無
性
に
対
話
を
し

た
く
な
っ
て�

こ
の
本
を
書
き

ま
し
た
。

岡
おか

村
むら

　久
ひさ

道
みち

弁護士　

ゼミ
記者
44

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

報
道
の
自
由

悩
み
、
ひ
る
ま
ず
、

伝
え
続
け
る

記 者ゼミ／マイBOOKマイPR　

　「
個
人
情
報
な
の
で
、
お
話

し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

―
。
２
０
１
５
年
10
月
ま
で
２

年
半
、
警
察
担
当
と
し
て
事
件

取
材
を
し
て
き
た
私
に
は
耳
慣

れ
た
言
葉
だ
。

　
報
道
機
関
の
取
材
活
動
は
個

人
情
報
保
護
法
の
適
用
除
外
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
役
所
、
市
民
を
問
わ
ず
、
あ
た
か
も

水
戸
黄
門
の
印
籠
の
よ
う
に
、
取
材
拒
否

の
理
由
と
し
て
同
法
を
持
ち
出
し
て
く

る
。
な
ら
ば
、
と
相
手
に
説
明
を
し
て
も

「
じ
ゃ
あ
、
お
話
し
し
ま
す
」と
は
な
か

な
か
い
か
ず
、
デ
ス
ク
や
キ
ャ
ッ
プ
に
報

告
す
れ
ば
、「
話
を
し
て
く
れ
る
別
の
人

物
を
探
せ
」と
な
る
の
が
常
だ
。

　
こ
の「
過
剰
反
応
」や「
過
剰
保
護
」に

ど
う
対
応
す
れ
ば
い
い
か
。
記
者
ゼ
ミ
に

初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
そ
ん
な
疑
問
を

解
消
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
個
人
情
報
保
護
法
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

の
改
正
案
が
昨
年
９
月
に
国
会
で
可
決
、

成
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
実
感
を
持
て
ず
に

紙
面
を
流
し
読
み
し
て
い
た
私
に
と
っ

て
、
岡
村
さ
ん
の
解
説
は
衝

撃
の
連
続
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
、
個
人
情
報
保
護

法
に
新
設
さ
れ
た「
要
配
慮

個
人
情
報
」。
信
条
や
病
歴

な
ど
差
別
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
情
報
を
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
取
得

し
た
り
、
外
部
に
提
供
し
た
り
す
る
こ
と

が
禁
じ
ら
れ
る
。
岡
村
さ
ん
は「
定
義
が

あ
ま
り
に
広
範
で
不
明
確
。
取
材
を
受
け

る
側
が
萎
縮
し
、
過
剰
反
応
が
も
う
一
段

進
む
の
で
は
な
い
か
」と
指
摘
し
た
。

　
報
道
機
関
へ
の
適
用
除
外
規
定
が
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、
よ
り
深
刻
だ
。
個

人
番
号
が
付
い
た
情
報
の
提
供
や
収
集
、

保
管
を
禁
じ
て
お
り
、
報
道
機
関
が
汚
職

事
件
や
脱
税
事
件
な
ど
の
取
材
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
さ
え
あ
る
と

い
う
。「
今
は
取
材
に
具
体
的
な
支
障
は

出
て
い
な
い
が
、
番
号
利
用
が
始
ま
る
１

月
１
日
以
降
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
」。
岡
村
さ
ん
の
予
言
め
い
た
言
葉

が
今
も
脳
裏
を
め
ぐ
る
。

　「
知
る
権
利
」
と「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」。

答
え
は
出
な
い
が
、
悩
み
、
ひ
る
ま
ず
、

伝
え
続
け
た
い
。

神
奈
川
新
聞
報
道
部
　
石
川
　
泰
大

12
・
７（
月
）「
改
正
個
人
情
報
保
護
法
と
表
現

の
自
由
～
取
材
の
自
由
を
中
心
に
～
」／
司
会
：

橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
出
席
：
参
加
16
人

＋
ネ
ッ
ト
視
聴
９
人

■「
中
国
の
尻
馬
」
に
し
が
み
つ
く
韓
国

鈴
置
　
高
史
（
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
）

■
湛
山
読
本
　
い
ま
こ
そ
、
自
由
主
義
、

再
興
せ
よ
。

船
橋
　
洋
一
（
日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
理
事
長
）

「
離
米
従
中
」に
米
国
が
つ
い
に
怒
っ
た
　

タ
イ
ト
ル
は
過
激
に
見
え
ま
す
が
、
読
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
納
得
し
て
も
ら
え
る
と

思
い
ま
す
。
西
側
首
脳
と
し
て
は
北
京
の

軍
事
パ
レ
ー
ド
を
唯
一
、
参
観
し
た
朴
槿

恵
大
統
領
。
中
国
に
傾
く
一
方
の
韓
国
に

対
し
、
つ
い
に
オ
バ
マ
大
統
領
が「
ど
っ

ち
の
味
方
か
」と
迫
り
ま
し
た
。
米
韓
首

脳
会
談
後
の
共
同
会
見
の
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
朴
大
統
領
は
毎
日
新
聞
な
ど
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え「
そ
う
し
た
認
識
自

体
が
域
内
協
力
を
阻
害
す
る
」と
居
直
り

ま
し
た
。
米
韓
同
盟
が
い
つ
ま
で
も
つ
の

か
、
怪
し
く
な

っ
て
き
ま
し

た
。

東洋経済新報社
２５９２円

日経ＢＰ社
１５１２円

■
会
議
報
告

⃝

第
４
５
８
回
企
画
委
員
会（12

・
１
　
会
見
場
）

　「
２
０
１
６
年
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
問
題

を
作
成
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
星
、
安
井
、
倉
重
、
坂

東
、
橋
本
、
秦
野
、
脇
、
榊
原
、
杉
田
、
川
上
、

山
本
、
瀬
口
、
宇
留
間
、
島
田
、
川
戸
、
川
村
、

堀
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
２
２
０
回
施
設
運
営
委
員
会

（
12
・
８
　
大
会
議
室
）

　
新
委
員
の
佐
塚
正
樹
・
日
本
新
聞
協
会
事
務

局
次
長
兼
総
務
部
長（
旧
・
吉
澤
正
一
氏
）が

挨
拶
し
た
後
、
昨
年
９
、
10
、
11
月
の
ア
ラ
ス

カ
売
り
上
げ
と
貸
室
利
用
状
況
に
つ
い
て
事
務

局
が
報
告
し
た
。
利
用
の
少
な
い
夜
の
ラ
ウ
ン

ジ
の
状
況
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
席
　
西
渕
委
員
長
、
須
賀
、
須
田
、
林
、
佐

塚
、
富
田
、
羽
原
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
０
会
員
資
格
委
員
会（
書
面
）

　
１
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会
に
答

申
し
た
。

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R
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産
経
前
ソ
ウ
ル
支
局
長 

無
罪
判
決 

五
嶋

　清（
産
経
新
聞
社
）

１
年
４
カ
月
の
長
期
戦

　
　
出
国
禁
止
措
置
の
対
応
に
苦
慮

　
長
い
戦
い
が
終
わ
っ
た
。
韓
国
で
起
訴

さ
れ
た
加
藤
達
也
前
ソ
ウ
ル
支
局
長
に
昨

年
12
月
17
日
、
無
罪
判
決
が
下
さ
れ
た
。

判
決
翌
日
に
成
田
空
港
に
降
り
立
っ
た
前

支
局
長
は
記
者
団
に「
ほ
っ
と
し
た
」と

偽
ら
ざ
る
感
想
を
漏
ら
し
た
。

　
前
支
局
長（
当
時
、
支
局
長
）が
書
い

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ラ
ム
が
、
朴パ

ク

槿ク

恵ネ

大
統
領
ら
に
対
す
る
名
誉
毀
損
に
あ

た
る
と
し
て
告
発
さ
れ
た
と
い
う
一
報
を

受
け
、
現
地
で
対
策
の
指
揮
を
執
る
た
め

に
急
き
ょ
ソ
ウ
ル
に
飛
ん
だ
の
は
お
と
と

し
８
月
。
当
初
、
こ
の
案
件
が
そ
れ
ほ
ど

長
引
く
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
前
支
局
長
に
対
す
る
10
時
間
に

も
及
ぶ
検
察
の
事
情
聴
取
を
ソ
ウ
ル
中
央

地
検
近
く
の
喫
茶
店
で
待
ち
続
け
、
起
訴

後
は
ソ
ウ
ル
中
央
地
裁
で
11
回
全
て
の
公

判
を
傍
聴
、
さ
ら
に
担
当
弁
護
士
と
の
打

ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
…
は
や
１
年
４
カ

月
が
経
過
し
た
。
日
韓
間
の
往
復
は
15
回

に
及
び
、
ソ
ウ
ル
で
過
ご
す
２
度
目
の
冬

を
迎
え
て
い
た
。

「
韓
国
に
は
憲
法
の
上
に 

情
緒
法
が
あ
る
」

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
最
初
は
戸
惑
う
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
。
特
に
、
韓
国
の
法
曹
関

係
者
と
の
会
話
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
。

　「
今
回
の
訴
訟
は
法
律
問
題
で
あ
り
な

が
ら
、極
め
て
政
治
・
外
交
的
な
案
件
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。裁
判
長
の
心
証
、
大
統

領
府
の
心
証
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
韓
国
の

国
内
世
論
、
ま
た
国
際
世
論
の
動
き
に
さ

え
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
ま
た
、
こ
ん
な
こ
と
も
言
わ
れ
た
。

　「
日
本
に
は
法
律
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

韓
国
に
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
法
律
の

上
に
憲
法
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
韓
国
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
韓
国
で
は
憲
法
の
さ
ら

に
上
に
情
緒
法
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。韓
国
国
民
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、

そ
れ
も
裁
判
に
影
響
し
ま
す
」

　
情
緒
に
左
右
さ
れ
る
裁
判
―
。
そ
ん
な

も
の
が
あ
っ
て
た
ま
る
か
、
と
は
思
い
な

が
ら
も
、
現
実
の
問
題
と
し
て
世
論
の
動

き
に
は
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

削
除
も
謝
罪
も
し
な
い 

一
歩
も
引
か
な
い
覚
悟
で
臨
む

　
一
方
、ソ
ウ
ル
を
最
初
に
訪
れ
た
際
に
、

加
藤
前
支
局
長
と
一
致
し
た
の
は
、
公
人

で
あ
る
朴
大
統
領
の
行
動
を
扱
っ
た
コ
ラ

ム
に
は
公
益
性
が
あ
り
、
何
ら
名
誉
毀
損

に
当
た
ら
な
い
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。
そ

の
上
で
、
ど
ん
な
取
り
調
べ
が
あ
ろ
う
と

も
、
そ
の
後
に
起
訴
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ

し
て
、
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
よ
う
と
も
、

さ
ら
に
、
実
刑
で
収
監
さ
れ
る
と
い
う
最

悪
の
結
果
を
迎
え
よ
う
と
も
、
絶
対
に
一

歩
も
引
か
な
い
。
そ
う
誓
い
合
っ
た
。

　
最
初
の
段
階
で
弁
護
士
か
ら「
コ
ラ
ム

を
ネ
ッ
ト
か
ら
削
除
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
あ
る
い
は
謝
罪
す
る
考
え
は
」

と
質
問
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は「
削
除
し
な

い
し
謝
罪
も
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
間
違
っ

た
こ
と
を
書
い
て
い
な
い
か
ら
」と
回

答
。
弁
護
士
は「
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の

方
針
で
裁
判
を
戦
い
ま
し
ょ
う
」と
腹
を

決
め
て
、
公
判
に
臨
ん
だ
。

　
そ
う
し
た
中
、
韓
国
政
府
に
よ
る
前
支

局
長
の
長
期
に
わ
た
る
出
国
禁
止
措
置
に

つ
い
て
は
、
対
応
に
苦
慮
し
た
。「
必
ず

裁
判
に
は
出
席
す
る
。
逃
げ
た
り
隠
れ
た

り
し
な
い
」。
当
局
に
い
く
ら
説
明
し
て

も
、
８
カ
月
以
上
も
の
間
、
出
国
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
特
派
員
が
日
本
に
１
年
程
度
帰
国
し
な

い
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。だ
が
、

自
由
意
志
で
帰
国
し
な
い
の
と
、
帰
国
を

禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
と
で
は
大
き
な
差
が

あ
る
。
前
支
局
長
は
気
丈
に
振
る
舞
い
、

帰
国
で
き
な
い
辛
さ
を
表
情
や
言
葉
に
出

さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
心
理
的
負
担
は
大

き
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
昨
年
４
月
に
出
国
禁
止
措
置
が
解
か

れ
、
そ
し
て
今
回
の
無
罪
判
決
。「
言
論

の
自
由
の
勝
利
」だ
と
声
高
に
叫
ぶ
つ
も

り
は
な
い
。
こ
の
訴
訟
は
、
起
訴
そ
の
も

の
が
誤
り
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
当
然
の
無

罪
判
決
が
韓
国
に
お
い
て
も
当
然
の
よ
う

に
下
さ
れ
た
。
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
だ

が
、
本
当
に
ほ
っ
と
し
た
。

ご
じ
ま
・
き
よ
し
▼
１
９
８
７
年
入
社
　
政
治

部
　
論
説
委
員
兼
任
　
政
治
部
長
を
経
て
　
２

０
１
３
年
か
ら
編
集
局
総
務

記者会見に臨む加藤前ソウル支局長（右）と筆者
（2015年12月17日／産経新聞社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
　
パ
リ
協
定
採
択 

渡
辺

　諒（
毎
日
新
聞
社
）

合
意
の
熱
意
冷
ま
さ
ず

　
　
各
国
の
取
り
組
み
注
視
し
た
い

　
開
催
地
の
パ
リ
で
発
生
し
た
同
時
多
発

テ
ロ
で
開
催
自
体
も
不
安
視
さ
れ
る
中
、

メ
デ
ィ
ア
の
入
場
も
制
限
さ
れ
る
と
い

う
、
異
例
づ
く
め
の
会
議
と
な
っ
た
国
連

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21
回
締
約
国
会

議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
、
11
月
30
日
～
12
月
12
日
）

を
現
地
で
取
材
し
た
。

　
各
国
メ
デ
ィ
ア
に
条
約
事
務
局
か
ら
一

通
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
の
は
開
幕
の
10
日

前
だ
っ
た
。「
前
例
の
な
い
関
心
を
集
め
、

上
限
３
０
０
０
人
の
倍
近
く
が
申
し
込
ん

で
い
る
。
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
承
認

が
で
き
て
い
な
い
」。
記
者
の
登
録
を
制

限
す
る
の
は
過
去
に
な
く
、
日
本
メ
デ
ィ

ア
の
中
に
は
登
録
を
断
ら
れ
た
社
も
あ
っ

た
。

　
初
日
は
厳
戒
態
勢
の
中
、
１
５
０
カ
国

の
首
脳
が
集
ま
り
、
演
説
を
行
う
と
い
う

こ
れ
も
前
例
の
な
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
。
パ
リ
で
は
高
速
道
路
が
閉
鎖
さ
れ
、

一
般
市
民
に
在
宅
勤
務
が
呼
び
掛
け
ら
れ

る
な
ど「
過
去
に
な
い
大
が
か
り
な
態

勢
」（
フ
ラ
ン
ス
政
府
）だ
っ
た
と
い
う
。

　
ホ
テ
ル
か
ら
会
場
ま
で
は
電
車
と
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
約
40
分
で
、
私

は
交
通
の
混
雑
な
ど
を
予
想
し
、
ま
だ
日

が
昇
っ
て
い
な
い
午
前
７
時
す
ぎ
に
会
場

入
り
し
た
が
、
既
に
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
倉
庫
の
中 

〝
時
差
８
時
間
〟に
悩
む

　
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
巨
大
な
倉
庫

の
中
に
造
ら
れ
た
仮
設
施
設
の
２
階
建

て
。
机
の
上
に
は
ス
タ
ン
ド
ラ
イ
ト
が
設

置
さ
れ
た
り
、
申
し
込
ん
だ
社
に
は
個
室

も
用
意
さ
れ
た
り
と
、
ニ
ュ
ー
ス
発
信
の

環
境
は
整
っ
て
い
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
リ
コ
ー

は
コ
ピ
ー
機
１
９
０
台
を
無
償
で
提
供

し
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ

だ
っ
た
。

　
２
日
目
以
降
は
、
事
務
レ
ベ
ル
協
議
が

本
格
化
し
、
会
場
内
は
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
。
し
か
し
、
記
事
を
執
筆
す
る
私

た
ち
は
息
つ
く
間
も
な
か
っ
た
。
初
日
か

ら
各
紙
は
１
面
ト
ッ
プ
で
扱
い
、
２
日
目

以
降
も
続
報
を
大
き
く
発
信
し
続
け
た
か

ら
だ
。

　
夕
刊
、朝
刊
に
日
々
記
事
を
出
す
中
で
、

欧
州
と
日
本
の
８
時
間
の
時
差
に
悩
ま
さ

れ
た
。
現
地
で
朝
９
時
ご
ろ
に
取
材
を
始

め
る
と
、
日
本
時
間
は
午
後
５
時
と
、
朝

刊
作
業
が
本
格
化
し
て
い
る
。
朝
刊
作
業

後
に
、
日
中
の
取
材
か
ら
夜
の
政
府
レ
ク

ま
で
終
え
、
ホ
テ
ル
に
戻
る
の
は
午
後
11

時
す
ぎ
。
そ
う
す
る
と
日
本
は
翌
日
の
朝

７
時
で
、夕
刊
作
業
が
本
格
化
し
て
い
る
。

時
間
の
使
い
方
が
う
ま
く
い
か
ず
、
疲
労

が
蓄
積
し
て
い
っ
た
。

　
こ
う
な
る
と
食
事
く
ら
い
し
か
楽
し
み

は
な
い
が
、
会
場
内
で
は
冷
た
い
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
か
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
が
ほ
と
ん
ど
。

疲
れ
き
っ
た
身
に
優
し
い
食
事
に
は
程
遠

か
っ
た
。
１
度
だ
け
、
会
場
か
ら
地
下
鉄

で
約
１
時
間
か
か
る
パ
リ
中
心
部
で
す
す

っ
た
み
そ
ラ
ー
メ
ン
に
、
ど
れ
だ
け
慰
め

ら
れ
た
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

今
世
紀
後
半
に
は
実
質
ゼ
ロ 

歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会
う

　
２
週
目
か
ら
は
閣
僚
級
会
合
が
始
ま

り
、
交
渉
は
最
終
局
面
を
迎
え
た
。
フ
ラ

ン
ス
外
相
の
フ
ァ
ビ
ウ
ス
議
長
の
優
れ
た

采
配
も
あ
っ
て
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
京

都
議
定
書
に
代
わ
る
パ
リ
協
定
は
ま
と
め

ら
れ
た
。
１
９
６
カ
国
・
地
域
が
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
み
、

今
世
紀
後
半
に
は
世
界
全
体
の
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
歴
史
的
な
合
意

と
な
っ
た
。
合
意
文
書
の
和
訳
は
も
ち
ろ

ん
な
く
、
31
ペ
ー
ジ
の
英
文
と
の
格
闘
は

最
後
の
関
門
だ
っ
た
。

　
た
だ
し
、
協
定
が
で
き
て
も
各
国
の
取

り
組
み
が
お
ろ
そ
か
で
は
地
球
温
暖
化
防

止
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
目
標
の
達
成
は

義
務
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
国
の
自
主
性

に
任
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
パ
リ
合
意
を

引
き
つ
け
た
熱
気
を
冷
ま
さ
ず
、
各
国
の

取
り
組
み
を
注
視
し
続
け
る
こ
と
が
メ
デ

ィ
ア
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。

わ
た
な
べ
・
り
ょ
う
▼
２
０
０
８
年
入
社
　
松

本
　
長
野
両
支
局
を
経
て
　
13
年
４
月
か
ら
科

学
環
境
部
　
14
年
４
月
か
ら
環
境
省
担
当

各国のメディアがニュースを発信したメディアセンター（筆者撮影）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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シ
リ
ア
・
ウ
オ
ッ
チ 

翁
長

　忠
雄（
朝
日
新
聞
社
）

「
幻
想
」を
世
界
に
拡
散
す
る
Ｉ
Ｓ

　
　
真
の
姿
見
定
め
る
た
め
現
場
へ

　
シ
リ
ア
の
取
材
が
、
日
本
や
先
進
国
で

の
取
材
よ
り
は
る
か
に
危
険
な
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
シ
リ
ア
は
外
務
省
の
渡
航
情

報
で
最
も
厳
し
い「
退
避
勧
告
」地
域
だ
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
シ
リ
ア
に
入
っ
て
取

材
を
続
け
て
い
る
。
現
地
に
行
か
な
い
と

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
だ
。

　
２
０
１
５
年
１
月
、
過
激
派
組
織「
イ

ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）が
後
藤
健
二
さ
ん
、

湯
川
遥
菜
さ
ん
を
人
質
と
し
た
映
像
を
公

開
し
た
直
後
、
春
日
芳
晃
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
支
局
長
は
首
都
ダ
マ
ス
カ
ス
に
入
り
、

さ
ら
に
ア
レ
ッ
ポ
で
取
材
し
た
。
Ｉ
Ｓ
支

配
地
域
か
ら
ア
サ
ド
政
権
の
支
配
地
域
に

逃
げ
て
き
た
住
民
に
取
材
し
、
Ｉ
Ｓ
に
よ

る
公
開
処
刑
の
様
子
な
ど
を
伝
え
た
。

　
日
本
人
人
質
事
件
が
進
行
中
に
、
後
藤

さ
ん
が
目
指
し
た
シ
リ
ア
の
現
状
や
、
Ｉ

Ｓ
の
実
態
を
伝
え
る
こ
と
は
重
要
だ
。
同

時
に
春
日
記
者
は
、
砲
撃
音
や
銃
声
が
響

く
中
で
商
店
街
が
営
業
を
続
け
、
カ
フ
ェ

で
若
者
が
水
た
ば
こ
を
く
ゆ
ら
す
ア
レ
ッ

ポ
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描
い
た
。
ど
れ

も
現
場
に
行
か
な
い
と
書
け
な
い
。

　
や
み
く
も
に
現
場
に
突
入
し
て
い
る
わ

け
で
は
決
し
て
な
い
。
安
全
の
確
保
が
最

優
先
だ
。
当
社
は
シ
リ
ア
が
事
実
上
の
内

戦
状
態
に
陥
っ
た
11
年
以
降
、
年
に
数
回

は
特
派
員
が
シ
リ
ア
に
入
っ
て
い
る
が
、

取
材
ビ
ザ
を
取
得
し
た
上
で
、
政
権
支
配

地
域
で
の
取
材
を
原
則
と
す
る
。
ま
た
近

隣
国
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
取
材
す
る
こ
と

で
、
ア
サ
ド
政
権
の
弾
圧
か
ら
逃
れ
て
き

た
人
た
ち
の
証
言
も
集
め
て
い
る
。

最
新
の
治
安
情
報
を
精
査
し
て

　
治
安
状
況
に
関
し
て
、
可
能
な
限
り
情

報
を
集
め
る
。
戦
闘
が
ど
こ
で
起
き
て
い

る
か
、
道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
い
な
い
か
。

軍
や
当
局
、
地
元
有
力
者
か
ら
の
最
新
情

報
を
も
と
に
精
査
す
る
。
沿
道
に
潜
伏
す

る
狙
撃
手
に
狙
わ
れ
な
い
よ
う
、
走
行
中

に
は
む
や
み
に
車
か
ら
カ
メ
ラ
を
向
け
な

い
、
常
に
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
携
行
す
る
と
い
っ
た
対
策
を
と
る
。

　
私
は
14
、
15
年
に
３
回
シ
リ
ア
に
入
り

25
日
間
ほ
ど
滞
在
し
た
。
15
年
５
月
に
は

ダ
マ
ス
カ
ス
の
ヤ
ル
ム
ー
ク
地
区
を
取
材

し
た
。
同
地
区
を
ア
ル
カ
イ
ダ
系
の「
ヌ

ス
ラ
戦
線
」が
支
配
し
て
い
た
が
、
４
月

に
Ｉ
Ｓ
が
侵
攻
し
た
。
ア
ル
カ
イ
ダ
と
決

裂
し
た
Ｉ
Ｓ
は
ヌ
ス
ラ
戦
線
と
も
敵
対
し

て
い
る
。
し
か
し
、避
難
住
民
の
話
か
ら
、

ヤ
ル
ム
ー
ク
で
は
Ｉ
Ｓ
と
ヌ
ス
ラ
が
共
闘

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

質
問
自
由
、
記
事
検
閲
も
な
い
が
…

　
取
材
に
は
基
本
的
に
情
報
省
職
員
が
同

行
す
る
し
、
激
戦
の
跡
や
前
線
取
材
に
は

軍
の
許
可
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
取
材
の

際
に
質
問
は
制
限
さ
れ
な
い
し
、
記
事
が

検
閲
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
14
年
11
月
の
取
材
の
際
に
は
、
Ｉ
Ｓ
が

自
ら
の
首
都
と
称
す
る
ラ
ッ
カ
と
ダ
マ
ス

カ
ス
の
間
で
定
期
バ
ス
が
運
行
し
て
い
る

と
知
っ
た
。
ラ
ッ
カ
か
ら
到
着
す
る
バ
ス

の
乗
客
か
ら
話
を
聞
け
ば
、
現
地
の
様
子

が
分
か
る
は
ず
だ
。
バ
ス
停
で
何
人
か
声

を
か
け
る
と
１
人
が
応
じ
た
。
話
を
し
て

い
る
う
ち
に
バ
ス
停
を
警
備
す
る
兵
士
が

割
り
込
ん
で
き
た
。
取
材
妨
害
か
と
思
っ

た
が「
こ
こ
は
危
な
い
か
ら
詰
め
所
で
聞

け
」と
い
う
提
案
だ
っ
た
。
乗
客
の
中
に

Ｉ
Ｓ
協
力
者
が
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

　
詰
め
所
で
Ｉ
Ｓ
の
統
治
ぶ
り
や
残
虐
行

為
を
聞
い
た
。
半
年
後
に
ホ
ム
ス
で
あ
ら

た
め
て
ラ
ッ
カ
住
民
に
取
材
し
た
時
に

は
、
Ｉ
Ｓ
の
許
可
を
得
た
傷
病
者
以
外
は

Ｉ
Ｓ
支
配
地
域
外
へ
出
て
は
い
け
な
い
と

い
う
規
則
が
で
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
ロ
シ
ア
の
軍
事
介
入
、
仏
英
の
空
爆
強

化
な
ど
で
Ｉ
Ｓ
は
勢
い
を
失
っ
て
い
る
と

さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
打
倒
さ

れ
る
と
し
て
も
、当
分
先
に
な
る
だ
ろ
う
。

ア
サ
ド
政
権
を
め
ぐ
る
シ
リ
ア
の
政
治
対

話
が
進
ま
な
い
限
り
、
事
態
は
さ
ら
に
泥

沼
化
す
る
。

　
Ｉ
Ｓ
へ
の
参
加
を
目
指
し
、
ト
ル
コ
経

由
な
ど
で
シ
リ
ア
へ
越
境
す
る
若
者
は
後

を
絶
た
な
い
。
Ｉ
Ｓ
は
ネ
ッ
ト
空
間
で
宣

伝
を
続
け
、
信
奉
者
や
戦
闘
員
予
備
軍
を

獲
得
し
続
け
て
い
る
。
幻
想
を
世
界
に
拡

散
さ
せ
る
彼
ら
の
真
の
姿
を
見
定
め
る
た

め
に
も
、
私
た
ち
は
現
場
に
向
か
う
。

お
な
が
・
た
だ
お
▼
１
９
９
０
年
入
社
　
大
阪

社
会
部
　
国
際
報
道
部
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
局
な

ど
を
経
て
　
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
中
東
ア
フ

リ
カ
総
局
長

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

市街戦による砲弾の跡が残る街角で遊ぶ子どもたち
（2015年11月／ダマスカス／筆者撮影）
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東
京
五
輪
ま
で
４
年 

結
城

　和
香
子（
読
売
新
聞
社
）

「
何
の
た
め
に
開
く
の
か
」

　
　
日
本
が
精
査
さ
れ
る
覚
悟
を

　
昨
年
７
月
、
新
国
立
競
技
場
の
計
画
白

紙
撤
回
が
決
ま
っ
て
２
週
間
後
。
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
開
か
れ
た
国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）総
会
で「
謝
罪
」

を
し
た
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組

織
委
員
会
幹
部
ら
に
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ラ
ン

ビ
ス
・
ニ
コ
ラ
ウ
委
員
が
質
問
を
し
た
。

　「
当
初
２
５
２
０
億
円
と
い
う
金
額
を

聞
い
た
時
、そ
う
で
な
く
て
も
薄
い
髪
が
、

全
部
抜
け
る
か
と
思
っ
た
よ
。
そ
れ
に
し

て
も
、
な
ぜ
旧
ス
タ
ジ
ア
ム
を
改
修
す
る

こ
と
を
検
討
し
な
い
ん
だ
」

　
東
京
大
会
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
調
整
委
員
長
で
あ

る
ジ
ョ
ン
・
コ
ー
ツ
副
会
長
が
に
や
に
や

し
て
答
え
る
。

　「
質
問
を
あ
り
が
と
う
。
で
も
そ
れ
に

は
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
が
あ
っ
て
ね
。
も

う
旧
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
取
り
壊
さ
れ
て
残

っ
て
な
い
ん
だ
」

　
安
倍
首
相
の
決
断
は
、
空
調
も
五
輪
博

物
館
も
、
後
利
用
に
多
様
性
を
持
た
せ
る

可
動
式
の
観
客
席
も
、
レ
ガ
シ
ー
機
能
の

多
く
を
切
り
捨
て
る
結
果
に
つ
な
が
っ
た

け
れ
ど
、
少
な
く
と
も
ニ
コ
ラ
ウ
委
員
の

髪
は
救
っ
た
。
取
り
壊
さ
れ
た
空
き
地
で

は
、
今
年
、
周
回
遅
れ
で
工
事
が
始
ま
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
信
頼
性
揺
ら
ぐ
中 

迎
え
る「
２
０
２
０
」へ
の
節
目

　
２
０
１
６
年
。
東
京
大
会
の
準
備
に
と

っ
て
、
大
き
な
節
目
が
や
っ
て
く
る
。
エ

ン
ブ
レ
ム
や
追
加
種
目
が
決
ま
り
、
リ
オ

大
会
の
終
了
と
と
も
に
、
世
界
の
視
線
が

東
京
に
向
く
。
４
年
に
わ
た
る「
文
化
五

輪
」や
、
人
々
の
参
画
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
促
す
組
織
委
の「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
」等
、
関
連
事
業
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
世
界
の
視
線
を
代
弁
す
る
国
際
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
は
、
新
た
な
大
会
組
織
上
の
問

題
や
国
民
の
コ
ス
ト
批
判
、
本
来
そ
の
回

答
と
な
る
は
ず
の「
何
の
た
め
に
開
く
の

か
」の
ビ
ジ
ョ
ン
の
薄
さ
も
突
い
て
く
る

と
思
っ
た
方
が
い
い
。
五
輪
を
通
じ
て
日

本
社
会
が
、
さ
ら
な
る
精
査
に
さ
ら
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
し
か
も
そ
れ
は
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
界
の

大
き
な
変
化
の
中
で
や
っ
て
く
る
。
ロ
シ

ア
の
組
織
的
ド
ー
ピ
ン
グ
、
国
際
陸
連
や

国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の
耳
を
疑
う
よ
う
な

腐
敗
。
ス
ポ
ー
ツ
の
信
頼
性
が
こ
れ
ほ
ど

危
機
に
瀕
す
る
の
は
、
１
９
９
９
年
の
Ｉ

Ｏ
Ｃ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
以
来
だ
ろ
う
。

　
相
次
ぐ
テ
ロ
と
そ
れ
が
意
味
す
る
警
備

費
の
高
騰
も
あ
っ
て
、
五
輪
招
致
の
機
運

に
も
再
び
暗
い
影
が
差
す
。
五
輪
改
革

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」
を
採
択
し
、

コ
ス
ト
削
減
を
打
ち
出
し
た
ト
ー
マ
ス
・

バ
ッ
ハ
会
長（
ド
イ
ツ
）の
お
膝
元
で
、

２
０
２
４
年
大
会
の
招
致
候
補
ハ
ン
ブ
ル

ク
の
住
民
投
票
が「
Ｎ
Ｏ
」を
突
き
付
け

た
よ
う
に
。

期
待
さ
れ
る
姿
と 

追
及
す
る
も
の
の
見
極
め
を

　
東
京
大
会
は
恐
ら
く
、「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」

の
効
果
を
証
明
し
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
信
頼

を
取
り
戻
す
、
優
等
生
と
し
て
の
役
回
り

を
期
待
さ
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
大
会
の
成
功

が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
的
価
値
や
レ
ガ
シ

ー
に
、
新
し
い
意
味
を
与
え
た
よ
う
に
。

　
つ
い
で
に
言
え
ば
、
経
済
不
況
等
で
地

盤
沈
下
し
た
欧
州
に
代
わ
り
、
国
際
競
技

大
会
の
主
要
パ
ト
ロ
ン
に
躍
り
出
た
ロ
シ

ア
と
中
国
。
ス
ポ
ー
ツ
を
国
威
発
揚
や
政

治
的
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
と
し
て
使
う
そ
の
姿

勢
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
問
題
で
露
呈
し
た
よ

う
に
、
五
輪
の
変
質
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
。
そ
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
に
立

ち
返
る
役
回
り
だ
。

　
た
だ
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
期
待
よ
り
切
実
な
の

は
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機
会
を

未
来
に
ど
う
生
か
す
の
か
、
そ
の
た
め
に

ど
こ
ま
で
投
資
す
べ
き
か
と
い
う
、
国
内

の
論
議
を
深
め
る
こ
と
だ
。

　
例
え
ば
健
康
寿
命
や
医
療
・
介
護
費
抑

制
、
人
間
形
成
や
教
育
、
地
域
社
会
の
絆

や
多
様
性
、国
際
社
会
の
課
題
へ
の
貢
献
。

大
会
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
、
こ
う
し
た
流

れ
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
と
い
う
視
点
を
、

コ
ス
ト
論
議
の
中
で
も
持
ち
続
け
る
こ
と

だ
。
コ
ス
ト
を
批
判
す
る
だ
け
で
は
未
来

へ
の
投
資
は
で
き
ず
、
社
会
が
良
く
な
る

変
化
な
く
し
て
は
、
大
会
は
成
功
と
は
言

え
な
い
。

求
め
ら
れ
る 

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
視
点

　
日
本
の
五
輪
報
道
の
２
０
１
６
年
。
２

度
の
白
紙
撤
回
に
至
る
過
程
を
見
る
と
、

専
門
的
根
拠
を
欠
く
批
判
も
交
じ
っ
て
い

た
よ
う
に
感
じ
る
だ
け
に
、自
省
も
込
め
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
視
点
を
心
が
け
た

い
。き
っ
と
そ
れ
が
日
本
の
良
識
や
資
質
、

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理
解
を
、
世
界
に
示

す
こ
と
に
も
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
髪
の
毛

を
守
る
こ
と
も
大
事
だ
け
れ
ど
。

ゆ
う
き
・
わ
か
こ
▼
１
９
８
６
年
入
社
　
運
動

部
　
シ
ド
ニ
ー
　
ロ
ン
ド
ン
　
ア
テ
ネ
支
局
な

ど
を
経
て
　
２
０
１
０
年
か
ら
編
集
委
員

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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く
第
２
弾
の「
ま
ち
び
ら
き
」が
行
わ
れ

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
た
。

県
東
部
の
牡
鹿
半
島
に
位
置
す
る
女
川

町
は
震
災
で
、
町
民
８
２
７
人
が
犠
牲
と

な
り
、
建
物
の
７
割
以
上
が
失
わ
れ
た
。

■
水
産
業
Ｐ
Ｒ
で
活
性
化
図
る

15
年
11
月
末
現
在
の
人
口
は
６
８
８
５

人
。
震
災
当
時
と
比
べ
約
３
割
減
る
中
、

公
民
が
連
携
し「
１
０
０
０
年
に
一
度
の

ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
る
。
中
心
部

に
役
場
や
小
中
学
校
、
商
店
、
病
院
、
公

園
な
ど
を
集
約
し
、
活
性
化
を
め
ざ
す
。

町
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
は
２
５
０
０

み
ず
の
・
よ
し
ま
さ
▼
２
０
０
３
年
入
社
　
秋

田
総
局
　
報
道
部
な
ど
を
経
て
　
15
年
４
月

か
ら
石
巻
総
局

被災地通信�　宮城県　女川町

進む「復興まちづくり」
百人百様の心伝えたい

水野　良将（河北新報石巻総局）

復興まちづくりが進行する女川町中心部（河北新報社提供）

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
三
陸
の
港
町
に
ま
た
一
つ
、
希
望
の

明
か
り
が
と
も
っ
た
。

２
０
１
５
年
12
月
23
日
、
宮
城
県
女
川

町
中
心
部
の
商
業
エ
リ
ア
に
、
被
災
事
業

者
ら
が
入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
型
商
店
街

「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」が
開
業
し
た
。

15
年
３
月
に
再
建
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
女
川
駅

と
、
女
川
湾
を
結
ぶ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
沿
い

に
整
備
さ
れ
、
小
売
り
や
飲
食
店
な
ど
27

事
業
者
が
入
居
。
町
の
民
間
ま
ち
づ
く
り

会
社「
女
川
み
ら
い
創
造
」が
運
営
す
る
。

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
、
15
年
３
月
に
続

億
円
近
い
税
金
が
投
じ
ら
れ
る
。
町
出
身

の
須
田
善
明
町
長（
43
）は
15
年
10
月
の

町
長
選
で
無
投
票
で
再
選
さ
れ
た
。「
町

の
姿
が
ど
う
な
っ
た
か
が
将
来
、
問
わ
れ

る
。
一
日
も
早
く
本
来
あ
る
べ
き
生
活
の

姿
を
現
実
の
も
の
と
し
、
新
た
な
古
里
の

形
を
現
し
て
い
く
」と
期
し
、
精
力
的
に

２
期
目
の
町
政
の
か
じ
を
取
る
。

町
で
は
カ
キ
や
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
、
銀
ザ

ケ
な
ど
の
養
殖
業
が
有
名
。
町
の
経
済
を

支
え
る
水
産
業
の
中
核
施
設
、
女
川
魚
市

場
に
は
豊
富
な
魚
種
が
水
揚
げ
さ
れ
る
。

15
年
６
月
、
中
心
部
に
水
産
業
体
験
館

「
あ
が
い
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ホ
タ
テ
や
ホ
ヤ
の
殻
む
き
、
調

理
な
ど
が
体
験
で
き
る
。
運
営
主
体
は
町

内
の
若
手
経
営
者
ら
で
つ
く
る「
復
幸
ま

ち
づ
く
り
女
川
合
同
会
社
」。
阿
部
喜
英

代
表
社
員（
47
）は「
ま
ち
づ
く
り
は
そ
こ

に
住
ま
ざ
る
を
得
な
い
住
民
が
本
気
に
な

り
、
リ
ス
ク
を
負
っ
て
行
う
も
の
。
女
川

へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
に
ぎ
わ
い

に
つ
な
げ
た
い
」と
意
気
込
む
。

■
将
来
像
描
け
ず
取
り
残
さ
れ
る
被
災
者

震
災
か
ら
４
年
10
カ
月
。
復
興
へ
の
道

の
り
は
正
念
場
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。

い
ま
だ
に
約
２
０
０
０
人
が
仮
設
住
宅
で

生
活
す
る
。
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
は
17

年
度
末
に
、
宅
地
引
き
渡
し
は
遅
い
地
区

で
19
年
１
月
末
に
ず
れ
込
む
見
通
し
だ
。

将
来
像
を
描
き
き
れ
ず
に
苦
し
ん
だ

り
、
孤
独
感
を
深
め
た
り
す
る
被
災
者
が

少
な
く
な
い
。
今
後
は
心
の
ケ
ア
や
自
立

を
促
す
取
り
組
み
が
一
層
重
み
を
増
す
。

中
心
部
に
近
い
仮
設
住
宅
で
高
齢
男
性

が
懸
命
に
生
活
再
建
を
図
る
。
男
性
は
津

波
で
自
宅
が
流
失
し
、
20
人
近
い
親
族
を

亡
く
し
た
。
震
災
後
に
が
ん
で
手
術
を
受

け
、
別
の
仮
設
住
宅
で
単
身
暮
ら
す
70
代

男
性
は「
復
興
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る

感
じ
が
す
る
」と
打
ち
明
け
る
。
　
　

仮
設
住
宅
か
ら
災
害
公
営
住
宅
へ
移
っ

た
人
の
胸
中
も
複
雑
だ
。「
つ
い
の
す
み

か
」に
入
る
こ
と
を
心
の
支
え
に
し
て
き

た
結
果
、
目
標
を
見
失
い
自
宅
に
引
き
こ

も
っ
て
い
る
人
が
い
る
。「
仮
設
住
宅
に

残
っ
て
い
る
人
に
申
し
訳
な
い
」と
負
い

目
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
。

災
害
公
営
住
宅
に
入
居
す
る
中
年
女
性

は
語
る
。「
町
民
一
人
一
人
が
心
の
底
か

ら
笑
え
る
日
常
を
取
り
戻
し
た
時
、
復
興

を
果
た
し
た
と
言
え
る
と
思
う
」

被
災
者
は
百
人
百
様
の
気
持
ち
や
事
情

を
抱
え
て
い
る
。
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
足

跡
を
追
い
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
人
間
模
様

を
描
く
。
16
年
も「
復
興
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
」と
称
さ
れ
る
町
の
実
態
を
で
き
る

か
ぎ
り
つ
ぶ
さ
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

東日本大震災から4年10カ月� 被災地はい ま
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リ レーエッセー

思
い
起
こ
す「
45
年
前
の
課
題
」

　被
爆
者
医
療
の
肥
田
舜
太
郎
医
師

川
本

　一
之（
中
国
新
聞
社
）

状
態
、
容
態
、
治
療
内
容
が
克
明
に
記
録

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
１
行
、
１
行
に
身
震

い
し
な
が
ら
取
材
。
こ
の
年
の
原
爆
報
道

の
柱
の
１
つ
に
な
っ
た
。

当
時
の
記
事
の
見
出
し
―
「
貴
重
な
軍

人
被
爆
者
カ
ル
テ
発
見
」「
は
っ
き
り
原
爆

症
」「
さ
ら
に
千
百
人
分
発
見
」。
そ
し
て

治
療
に
奔
走
し
た
医
師
た
ち
の
報
告
書
の

一
部
も
―
「
怒
り
と
苦
悩
軍
医
の
証
言
」

「
血
液
調
べ
放
射
能
知
る
」「
悲
惨
な
患
者
、

薬
品
は
欠
乏
」。

だ
が
、「
ど
う
し
て
広
島
か
ら
遠
く
離

れ
た
所
に
カ
ル
テ
が
…
。そ
こ
で
何
が
…
」

と
の
疑
問
も
、
転
勤
を
重
ね
る
間
に
頭
か

ら
消
え
去
っ
て
い
た
。

本
の
中
の
経
歴
を
手
掛
か
り
に
筆
者
の

肥
田
医
師
を
探
す
。「
埼
玉
県
内
の
介
護

施
設
に
ご
夫
婦
で
お
ら
れ
る
」。
居
て
も

立
っ
て
も
お
ら
れ
ず
、お
訪
ね
し
た
。「
忘

れ
て
き
た
テ
ー
マ
」を
思
い
起
こ
し
て
い

た
だ
い
た
お
礼
と
被
爆
直
後
の
経
緯
を
詳

し
く
取
材
す
る
た
め
に
。

施
設
の
ロ
ビ
ー
に
現
れ
た
肥
田
医
師
は

し
っ
か
り
し
た
足
取
り
で
、
と
て
も
99
歳

に
は
見
え
な
い
。

「
爆
心
地
近
く
に
あ
っ
た
広
島
第
一
陸

軍
病
院
の
分
院
を
郊
外
の
戸
坂
村
に
つ
く

る
作
業
に
追
わ
れ
て
い
た
。
爆
心
か
ら
離

れ
て
い
た
の
で
、自
分
は
助
か
っ
た
け
ど
、

被
爆
の
直
後
か
ら
裸
同
然
の
全
身
や
け
ど

を
負
っ
た
負
傷
者
が
町
中
か
ら
逃
げ
て
く

る
。
考
え
る
ゆ
と
り
も
な
く
、
治
療
を
始

め
た
。
負
傷
者
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
、

村
は
一
時
３
万
人
に
も
…
」。
被
爆
者
医

療
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
肥
田
医
師
は
そ
の

後
、
戦
後
一
貫
し
て
被
爆
者
医
療
に
関
わ

る
こ
と
と
な
る
。

柳
井
に
移
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。「
病
院
の

機
能
を
回
復
さ
せ
る
に
は
建
物
が
必
要
。

都
市
部
は
み
な
米
軍
の
空
襲
で
、
病
院
に

使
え
る
建
物
は
な
い
」。
柳
井
の
船
舶
工

兵
部
隊
は
空
襲
を
受
け
ず
、
兵
舎
が
残
っ

て
い
た
。
広
島
か
ら
約
60
㌔
。
広
島
第
一

陸
軍
病
院
の
移
転
先
に
決
ま
り
、
藁
布
団

な
ど
を
持
ち
込
み
、
急
ご
し
ら
え
の
病
院

に
。「
医
師
は
30
人
余
り
。
手
探
り
の

治
療
で
ね
」

肥
田
医
師
に
励
ま
さ
れ
、
柳
井
へ
。

44
年
ぶ
り
の
療
養
所
は「
国
立
病
院
機

構
柳
井
医
療
セ
ン
タ
ー
」に
表
札
が
変

わ
っ
て
い
た
。

当
時
の
カ
ル
テ
は
―
。
住
元
了
院
長

が「
先
人
が
よ
く
残
し
た
と
思
う
」。

病
棟
そ
ば
の「
病
歴
保
管
庫
」に
あ
っ

た
。
平
屋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
棚

で
、
広
島
陸
軍
病
院
、
大
野
陸
軍
病
院

な
ど
と
書
か
れ
た
カ
ル
テ
に
再
会
し

た
。
赤
茶
け
て
は
い
る
が
、
当
時
の
医

師
が
書
き
残
し
た
被
爆
者
の
病
状
は
読

み
取
れ
る
。

「
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
の
で
す
が
」と
住
元
院
長
は
思
案
顔

で
説
明
し
た
。

「
原
爆
」が
遠
い
過
去
の
出
来
事
に

追
い
や
ら
れ
か
ね
な
い
今
日
、
こ
の
カ

ル
テ
は
重
い
意
味
を
持
っ
て「
ど
う
保

存
し
、
役
立
て
る
か
」を
私
に
問
い
か

け
て
い
る
気
が
す
る
。
肥
田
医
師
か
ら

託
さ
れ
た
課
題
と
受
け
止
め
、「
忘
れ

て
き
た
テ
ー
マ
」の
罪
滅
ぼ
し
の
旅
が

始
ま
る
。

（
か
わ
も
と
・
か
ず
ゆ
き
　
特
別
顧
問
）

次
号
は
山
崎
一
夫
さ
ん（
毎
日
新

聞
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

被
爆
70
年
の
昨
年
夏
、
書
店
の
原
爆

コ
ー
ナ
ー
で
手
に
し
た
本
に「
広
島
の

宇
品
港
か
ら
被
爆
者
１
０
０
人
を
船
で

山
口
県
の
柳
井
に
運
ん
で
治
療
を
始
め

た
」と
い
う
文
章
が
目
に
と
ま
っ
た
。

こ
の
時
ほ
ど
活
字
が
大
き
く
見
え
た
経

験
は
あ
ま
り
な
い
。

『
広
島
の
消
え
た
日
―
被
爆
軍
医
の

証
言
』（
影
書
房
）『
被
爆
医
師
の
ヒ
ロ
シ

マ
―
21
世
紀
を
生
き
る
君
た
ち
に
』（
新

日
本
出
版
）の
２
冊
。
い
ず
れ
も「
著

者
　
肥
田
舜
太
郎
」。

読
み
進
む
に
し
た
が
っ
て
、「
全
容

を
世
に
出
さ
な
い
と
」と
駆
け
出
し
時

代
の
記
憶
が
湧
き
出
し
て
き
た
。

そ
れ
は
１
９
７
１
年
。
被
爆
26
年
目

の
夏
。
山
口
県
内
の
病
院
か
ら
被
爆
軍

人
の
カ
ル
テ
が
相
次
い
で
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
１
つ
、
柳
井
市
の
国
立
柳
井
療

養
所
。
国
立
公
園
瀬
戸
内
海
に
面
し
た

元
弾
薬
庫
の
中
か
ら
、広
島
陸
軍
病
院
、

広
島
赤
十
字
病
院
な
ど
に
収
容
さ
れ
た

被
爆
者
の
カ
ル
テ
が
次
々
に
。
負
傷
の

「外傷は目に見えるので分かる。でも
放射線の体内被害は分からない。そ
こが医者として怖かった」と語る肥田
医師（埼玉県内の介護施設で／筆者提供）
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特別賛助会員と外信担当者の会
　2011年から毎年開催し
ている特別賛助会員と外
信担当者の懇談会を、12
月8日に行いました。ク
ラブの特別賛助会員で各

国の大使館・国際機関の報道担当者31人、各社
の外信担当記者45人の計76人が参加しました。
　米国、ロシア、韓国、カナダ、メキシコ、ベ
ネズエラ、スウェーデンなどの大使館関係者と、
各社の外信部の記者が交流を深める国際色豊か
な会合となりました。また今回は、韓国大使館
からマッコリとサンサチュン（お米とサンザシ
で作られたお酒）、シナモンジュースをご提供
いただきました。「カムサハムニダ！」
� （青山幹史）

情報発信

■豊かな成熟した日本を考える会　講演会
　「中小企業の景気動向と日本公庫の中小企業
金融への取り組み」をテーマに、黒田篤郎氏（日
本政策金融公庫代表取締役専務取締役）が登壇
した。同会会長は小島明会員。（12.3　会見場）

■よさこいパーティー　高知新聞社・高知放送共催
　毎年12月に新聞・放送・通信各社などの関係
者を招き、高知の郷土料理と特産品を楽しむ会
を開いている。宮田速雄高知新聞社長、山本邦
義高知放送社長ら両社幹部が出席者と懇談し
た。約780人が参加した。（12.4　10階ホール）

■第28回「ケーブルマン・オブ・ザ・イヤー 2015」
贈呈式　主催：ケーブルテレビ情報センター
　ケーブルテレビ業界関係者を対象に毎年表彰
している。今回は佐藤英生氏（大分ケーブルテ
レコム代表取締役社長）、白石成人氏（愛媛CATV
常務取締役）、関本好則氏（チャンネル銀河代表
取締役社長）らが受賞した。（12.8　10階ホール）

■平和・協同ジャーナリスト基金賞贈呈式
　第21回大賞には中日新聞社の「『平和の俳句』
など戦後70年の平和主義を見つめ直す一連の報
道」が選ばれた。奨励賞6点、荒井なみ子賞１
点の表彰も同時に行われた。（12.12　大会議室）

■第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」
表彰式　主催：日本新聞協会

　小・中・高3部門の最優秀賞各１編のほか、
「HAPPY�NEWS賞」１編、優秀賞30編、奨励賞
120編が選ばれた。応募総数は過去最多の3万
9881編。今回は初めて全国47都道府県から応募
があった。（12.12　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる勉強会。
松本剛明・元外相（12.3）、江田憲司・維新の党衆
院議員（12.9）をゲストに招いた。

日本記者クラブ賞・特別賞の推薦を　1/30まで

　日本記者クラブ賞・同特別賞候補の応募締
め切りが１月30日（土）に迫ってきました。積
極的な推薦をお願いいたします。
■日本記者クラブ賞
　取材、報道、評論活動などを通じてジャー
ナリストとして顕著な業績をあげ、ジャーナ
リズムの信用と権威を高めた個人を顕彰しま
す。会員および会員社に属する方々が対象で
す。クラブ会員であればどなたでも推薦でき
ます。
■日本記者クラブ賞特別賞
　今年5回目となる特別賞は、原則として会
員以外のジャーナリズム活動を顕彰します。
ただし、会員社の取材班・番組班などチーム
としての業績も特別賞の対象となります。推
薦はクラブ会員だけでなく、日本新聞協会お
よび日本民間放送連盟加盟社に属する方であ
ればどなたでもできます。

＊
　両賞とも、推薦者は所定の用紙で、推薦理
由（2000字以内）と参考資料を添えて提出願い
ます。推薦書はクラブのウェブサイトからも
ダウンロードできます。
　詳細は事務局の本庄（03-3503-2754）へお問
い合わせください。

囲碁同好会「大軒杯」
友田さんが感激の初優勝

　年末恒例の囲碁同好会「大軒
杯」が１２月１２日（土）に開催され、
友田錫さん（個人Ｄ・産経出身）
が初の優勝を果たしました。
　１８人が２組に分かれて3局
を戦い、両組のトップ同士で決

勝戦、の予定でしたが、田川五郎、友田錫、渡
部行の3氏が3連勝を果たしたため、世話係の
独断でくじ引きを行い、まず準決勝（田川・渡部）
を行いました。優勝の決意表明のもとに臨んだ
渡部さんが慎重な打ち回しで田川さんを下し、
友田さんとの決勝戦を行いました。中盤から激
しく責め合いながらも渡部さん有利とも見えま
したが、乱戦に強い友田さんが一瞬の隙を突い
て大石を生還させ俄然優勢に。そのまま終局を
迎え、友田さんが念願の大軒杯を獲得しました。
� （河野聡）
■講演会のお知らせ
　私の属する「マスコミ九条の会」が来る２月４
日（木）、鳩山友紀夫・元総理を招き、講演会を
開きます。普天間基地の県外移設方針であちこ
ちから足を引っ張られた事情を縦横に語っても
らいます。質疑応答ありです。10階ホール・午
後１時半から。クラブ会員の皆さんのご参加も
大歓迎です。� （個人D会員　桂敬一）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：743人　⃝個人会員：1,349人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・141人　⃝特別賛助会員：101人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：158人 計：198社・2,504人

クラブの電話　ダイヤルイン

各種会合には貸室をご利用ください
　ラウンジは少人数での利用をお願いしています。
大勢の場合は貸室をご利用ください。クラブの貸室
に設けている「直前割引」は、利用日から１週間以
内の予約で室料が半額になるサービスですが、ご利
用の当日でも、空きがあれば同様にお使いいただけ
ます。

メール登録会員はネット投票ができます
　「２0１6年予想アンケート」を今月号に同封して
います。FAX（03-3503-7２7１）か郵送で投票し
てください。会見案内をメール受信されている
方はインターネットからの投票が可能です。新
たに希望される方は登録をお願いします。締め
切りは１月２0日（水）です。会員懇親会の会場で
も投票できます。

Gallery 9th floor 「2015年報道写真展」開催
　２0１5年の東京写真記者協会賞、部門賞、奨励
賞、特別賞を受賞した計１7作品をラウンジに展
示します。
　グランプリは、安保関連法案に反対する人々
が、国会議事堂正面前の道路を埋め尽くした瞬
間を空撮した東京新聞の「安保法案にＮＯ！」。
期間：１月１２日（火）～ ２２日（金）
協力：東京写真記者協会

新年会員懇親会　1/14午後６時から
　新年恒例の会員懇親会を１月１4日（木）午後6
時から、１0階ホールで開催します。昨年クラブ
で会見したゲストや各国の大使、法人賛助会員
各社の社長なども招きます。「２0１5年予想アン
ケート」の結果発表と２0１6年の投票も行います。
多数の参加をお待ちしています。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　初春懐石（1/29まで）

　前菜：ふぐ煮こごり、バイ貝旨煮他　お椀：雑
煮椀　造り：三点盛り　焼物：甘鯛柚庵焼き　煮
物：若竹煮　揚物：海老アーモンド揚げ　食事：
鰊そば　水菓子：季節の果物　グラス冷酒付き
（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　牛フィレ肉のソテーコース（2/29まで）

　白子のポワレ　柚子風味ヴァンブランソース、
蟹肉とほうれん草のスープ、牛フィレ肉のソテー
牡蠣入りフォンドヴォーソース、シェフ特製杏仁
豆腐、パン、コーヒー付き（3,780円）。ランチ、デ
ィナー（土曜日はランチのみ9階レストラン）とも
にご利用いただけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　鈴木　　仁

高橋　　茂　長﨑　和夫　藤井　良広
藤澤　秀敏　向山　明生　吉澤　正一 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

●藤山愛一郎・日中国交回復促進議員連盟会長
（１97１.3.１9）
●森永貞一郎・日銀総裁（１975.4.3）
●イエン・サリ・カンボジア副首相（１97８.6.１3）
●前川春夫・日銀総裁（１9８0.7.２８）
●オロフ・パルメ・スウェーデン前首相（１9８１.１２.9）
●野坂昭如・作家（１9８4.1.１１）
●ジェームス・ホーク・オーストラリア首相（１9８4.2.2）
●リー・アイアコッカ・米クライスラー会長（１9８5.4.１7）
●澄田智・日銀総裁（１9８5.１１.１3）
●５党党首討論会（２004.6.２１）
●６党党首討論会（２005.8.２9）
●７党党首討論会（２007.7.１１）
●８党党首討論会（２0１4.１２.1）
＊「音声アーカイブ」へは、クラブウェブサイトの
トップページからアクセスできます。

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●シリーズ企画「戦後70年　語る・問う」㉟「原
爆が作った日米関係」柴田優呼・ニュージー
ランド・オタゴ大学助教授（２0１5.１0.２9）
●₂₀₁₅年度総会記念講演「被害者の精神史　70年
の歩みと転機の今」柳田邦男・ノンフィクシ
ョン作家（２0１5.5.２7）

■会員名簿の訂正　昨年１２月にお送りした会員
名簿の役職に誤りがありました。おわびして訂
正いたします。
西谷武夫会員（4８ページ）
ウェーバー・シャンドウィック会長
塩谷斉会員（49ページ）
ゴリンハリス・インターナショナル（株）執行役員

1
月

13㊌
15：00 ～ 16：30
早川英男・富士通総研経済研究所エグゼクティブ・
フェロー

18㊊

13：30 ～ 15：00
渡辺博史・国際協力銀行総裁
15：30 ～ 17：00
武者陵司・武者リサーチ代表

20㊌ 15：00 ～ 16：30
藻谷浩介・日本総合研究所主席研究員

22㊎ 15：30 ～ 17：00
山口義行・立教大学経済学部教授

2
月 5㊎

13：30 ～ 15：00
武田洋子・三菱総合研究所政策・経済研究センタ
ー副センター長

●経済見通し研究会（会場はいずれも１0階ホール）●
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よ
ろ
け
る
よ
う
に
ギ
リ
シ
ャ
の
海
岸
に
た
ど
り
つ

き
、
居
合
わ
せ
た
観
光
客
に
支
え
ら
れ
る
の
は
、
イ

ラ
ク
人
の
元
数
学
教
師
、
ラ
グ
ダ
・
ア
ル
ハ
シ
ム
さ

ん
だ
。
昨
年
９
月
、
内
戦
を
逃
れ
、
ト
ル
コ
か
ら
ゴ

ム
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
難
民
た
ち
が
、
世
界
中
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
昨
年

夏
ご
ろ
だ
っ
た
か
。
群
衆
が
列
車
か
ら
降
り
、
駅
頭

に
あ
ふ
れ
返
る
映
像
が
テ
レ
ビ
に
突
然
映
し
出
さ

れ
、「
何
が
起
き
た
ん
だ
」と
家
族
で
顔
を
見
合
わ

せ
た
。
や
が
て
、
シ
リ
ア
内
戦
に
追
わ
れ
た
人
々
と

知
っ
た
。

　
戦
争
と
は
、爆
弾
が
落
ち
て
き
て
家
が
壊
れ
、人
々

が
死
ぬ
も
の
、
と
い
う
認
識
は
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ

は
、
住
み
慣
れ
た
地
か
ら
こ
れ
ほ
ど
大
量
の
人
々
を

追
い
出
し
、
よ
そ
の
国
の
風
景
ま
で
も
大
き
く
変
容

さ
せ
て
い
く
。
そ
の
現
実
を
、
ラ
グ
ダ
さ
ん
ら
の
姿

は
映
し
出
す
。

　
昨
年
、
日
本
で
は
安
保
法
制
が
通
っ
た
。
以
後
、

私
た
ち
の
日
常
も
、
い
つ
し
か
変
容
し
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。
財
源
難
を
理
由
に
生
活
保
護
基
準
も
介
護
報

酬
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
次
は
診
療
報
酬
だ
と
い
う
。

一
方
で
、
防
衛
費
は
元
気
に
成
長
を
続
け
る
。
そ
ん

な
中
、
介
護
心
中
が
日
々
報
じ
ら
れ
る
。
で
も
、
み

な
ぼ
ん
や
り
見
て
い
る
だ
け
だ
。

　
優
先
順
位
が
、「
人
の
生
存
」か
ら
、「
戦
争
の
遂

行
」に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
不
気
味
さ
。
難
民

た
ち
と
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
優
先
順
位
の
変
更
を

共
有
し
て
い
る
。
戦
争
被
害
の
裾
野
は
、
こ
れ
ほ
ど

に
広
く
、
破
壊
的
だ
。�

（
竹
信
三
恵
子
）

戦
争
被
害
の
広
い
裾
野

写
真
回
廊

₂₀₁₅年東京写真記者協会賞・企画部門賞（海外）
「海を越え、さまよう難民」（５枚組みの１枚）＝₂₀₁₅年９月₁₀日　ギリシャ東部レスボス島

撮
影
：
片か

た

岡お
か

　航こ
う

希き
（
読
売
新
聞
社
写
真
部
）
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